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ỊẳỜỆ

 Society 5.0दु提唱औोथいॊेうपؚ経済発展ध社会課題भ解決॑両立
घॊ新技術धखथAIप対घॊ期待ऋ高ऽढथउॉؚ自৿運転や५ঐーॺ
঍ー঒ऩन海外दभ普及ु進॒दいॊ؛

 AI技術भ日々भ革新ؚॢটーংঝदभ社会実装॑受ऐथؚ日本भ社会や産
業ुAIभ恩恵॑十分प受ऐैोॊेうؚAIभ社会実装॑५আーॻ॔ッউघ
ॊऒधऋ必要दあॊ؛

 そऒदIPAमؚ産学官भ有識者ऊैऩॊAI社会実装推進委員会॑設置घॊ
धधुपؚAIभ利用・制度政策৿向調査及び実装課題भ抽出॑行いؚ課題
解決भ方向性भ策定॑行ढञ؛

 様々ऩ分野पउऐॊAIभ導入及び活用भ५আーॻ॔ッউ॑促進खؚ社会भ
充実や産業भ成長॑図ॊञीؚ本委員会及びIPA॑含ीञ産業ؚ学術及び
公的機関ऋ取ॉ組िसऌ方向性धखथؚऒऒप公表घॊ؛
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ঘー२や社会
प係ॊ課題

AIभ理解

社会受容性

AIध人भ能力

国際課題 国際競争力

開発
प係ॊ課題

AI人材

学習環境

学習ॹータ・
学習済ঔॹঝभ流通

ＡＩभ特性
प係ॊ課題

AI३५ॸ঒भ検証性

AI३५ॸ঒भ安全性

AIभ精度

法制度
प係ॊ課題

AIध法制度

個人情報・
উছॖং३ー

ＡＩ社会実装推進調査ỉỴỸἚἻỶン

調査ίＰᾈ～ὸ 課題抽出ίＰᾁᾂὸ 対策ỉ方向性ỉ策定ίＰᾁᾃ～ὸ

ᾃώ人ểＡＩầ協調ẲẆểờỆ成長
ẴỦ

ᾅώＡＩ開発ỉỺコἉἋἘἲử
活性化ẴỦ

ᾆώἇὊἥἋử生ớἙὊἑ戦略ử
考えỦ

ᾁώ社会ἉἋἘἲẦỤ変えềいẪ

ᾇώＡＩỂ生ẳỦ法制ࡇỉ課題ử
検討ẴỦ

ᾄώＡＩỉἼἋἁểܤ全性ử考えỦ

ᾀώＡＩỂ日本ử強化ẴỦ

ᾂώ企業や消費者ỉ理解ử̟進
ẴỦ

文献調査
・利用৿向
・制度政策৿向
・実装課題

঄॔জンॢ調査
・ＡＩ関連企業
・ঘー२企業
・有識者

海外調査
・文献調査
・঄॔জンॢ
調査(中国)

॔ンॣーॺ調査
・利用৿向
・実装課題

特定領域調査
・自৿運転
・५ঐーॺ工場

期待効果ίӷ߼ὸ

・導入目的ऋউছॖड़জॸॕ付ऐ
औोॊऒधद優先領域पउいथ
AI価値॑早期प享受

・歩行者ु含॒ट自৿運転社会
३५ॸ঒やঝーঝभ整備

・交通ॹータभ流通促進 ऩन

・社会भ充実ؚ企業価値॔ッউؚ
早期実装पेॊ競争力強化

・ঘー२側भAI人材育成पेॊ
導入及び活用भ促進

・検証भ仕組ाやफ़ॖॻभ整備
पेॊAIभ安全性भ確保

・手軽प利用दऌॊ開発環境や
َ場ُपेॊॖঀঋー३ঙン創出
・迅速ऩ法整備पेॊ実装促進
・ॹータ戦略पेॊॹータ活用
ध新खい१ーঅ५भ創出ऩन

・َुभतくॉ×AIُपेॊ企業
価値भ創生や向上

・中小工場षभIoT導入पेॊ
AI१উছॖチख़ーンभ実現

・人धAIधभ協調पेॊॺータঝ
दभ生産性भ向上 ऩन

共通領域

自動運転

ἋἰὊἚ߻場

委
員
会
及
び
事
務
局
で
の
検
討

委
員
会
及
び
事
務
局
で
の
検
討
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ᾀώ事業ỉ概要
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ᾀὸ事業ỉ目的

 第ڰ次産業革命द挙ऑैोॊ AI, Blockchainऩनभ新技術मؚ社会प対खथ新
खい価値॑ुञैघध期待औोॊ؛ञटखؚそभ実現पमؚ技術開発や人材育
成ؚ安全安心भ確保ؚ法制度भ見直खऩनؚ実装課題भ解決ऋ必要दあॊ؛

 そऒदIPAमؚ2017年度َ新技術भ社会実装推進प関घॊ調査事業ُपउいथ
َAIُ॑取ॉ上ऑؚ現在直面खथいॊؚऽञ将来直面घॊदあौう実装課題॑
洗い出खؚ対策॑検討ؚ社会実装推進भ方向性॑धॉऽधीॊऒधधखञ؛

 ऽञ本事業॑円滑प進ीॊञीؚ有識者पेॊAI社会実装推進委員会॑設置खؚ
IPA及び調査委託機関ऋ行う調査・検討内容पणいथ審議及び助言॑いञटく
ऒधधखञ؛

技術者ऋ
足ॉऩいऩ

AIद生産性॑
上ऑञいऐन

AIभ঍ー঒१ーঅ५
便利そうटऐन

উছॖং३ー
ऋ心配बＡＩ

調査委託企業

॔ンॣーॺؚ঄॔জンॢؚ
報告書作成ऩन

AI社会実装推進委員会

AI関連有識者पेॊ審議ؚ
॔ॻংॖ५ऩन

調査分析ؚ解決भ方向性भ検討

AIỉ社会実装ỆấẬỦ
課題ể対策ỉ動向調査

報告書

XஉX日࠰2018

独立行૎法人 情報処理推進機構ίIPAὸ

২術本部 ἏἧἚỸỹỴ高信頼化ἍンἑὊίSECὸ

社会प発信खؚ実装॑推進

企画ؚ運営及び
課題対策भ検討 ＡＩभ社会実装

ऋ加速घॊ ？

ＡＩ 白書
2018
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ＡＩ社会実装推進

ᾁὸＡＩ社会実装推進ỉ考え方

 本書दमؚＡＩ社会実装推進॑以下भेうप捉えथいॊ؛

■本書Ểいう ẐＡＩẑỆấいềỊẆἙỵὊἩἻὊ
ἝンἂẻẬỂễẪẆ既܍ỉAI২術ờ含ỜỦẇ
→ＡＩ২術ỆỊ得意Ὁɧ得意ầあỦẺỜ､幅広い
ἝὊἌỆ対応ẴỦỆỊ既܍ỉAI২術ờ必要ẇ

ẐＡＩẑ＝広義ỉＡＩ

■本書ỂいうẐ社会実装ẑỆấいềỊẆἙỵὊἩ
ἻὊἝンἂễỄỉ新ẲいAI২術Ệ焦点ử当ềỦẇ
→ẸủỤử起爆剤ểẴỦẮểỂẆＡＩ全般ỉ普及
ử図Ủẇ

社会実装＝新২術Ệ焦点

■本書ỂいうẐ推進ẑỆấいềỊẆἋἦὊἛỴἕἩử᣻視
ẴỦẇ
→社会ầ早Ẫ利益ử享ӖẲẺụẆＡＩ産業ầ先行ẴỦ
ẮểỂ国ᨥ競ʗ力ử得ỤủỦợうỆ図Ủẇ
→ẺẻẲẆܤ全や社会ỉ理解ỆỊ十ЎỆ配慮ẴỦẇ

推進＝ἋἦὊἛỴἕἩ＆ܤ全ܤ心
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ᾂὸＡＩ社会実装推進委員会ỉ概要

 産学官भAI有識者द構成खञ委員会॑2017年12月प設置
 AIप関घॊ期待ؚ課題及び社会実装推進भ方向性॑検討

ＡＩ社会実装推進委員会 委員一覧
役職 氏名 所属

委員長 松尾 豊 国立大学法人東京大学
委員長代理 小松崎 常夫 セ॥঒株式会社

委員

麻生 英樹 国立研究開発法人産業技術総合研究所
岡田 陽介 株式会社ABEJA

草野 隆史 株式会社ঈঞॖンঃッॻ
佐藤 聡 株式会社ॡট५॥ンঃ५
新保 史生 慶應義塾大学
関根 久 国立研究開発法人新ग़ॿঝॠー・産業技術総合開発機構
竹田 茂 ५タॖঝ株式会社
樋口 晋也 株式会社ग़ॾ・ॸॕ・ॸॕ・ॹータ
宮田 博司 株式会社富士通研究所

ك2018年3月現在ؚ敬称略ق
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ᾃὸ事業ỉ流ủ

AsIs
ToBe

AsIs

ToBe

自৿運転 ス嵆ー崰工場

ヒアリン崘

国内外文献調査

アン崙ー崰

文献調査、ヒアリン崘
利用／制度政策
৿向調査結果

3. 報告書峒峴峨峒め

AI社会実装推進報告書

社会実装推進
の方向性(峨峒め)

調査計画

第１回委員会
(12/12)

実
施

第2回委員会
(1/19)

第3回委員会
(2/20)

1. 特定領域の深掘峴

２. ৿向/課題調査

第1,2回委員会峑出さ島た
方針峕基づくヒアリン崘峕峲峴
得峳島た実装課題の分析、
整理、対策の検討峔峓

海外৿向調査

AI社会実装課題一覧

 事業भ流ो॑以下प示घ؛ऩउ具体的ऩ課題॑抽出घॊञीؚुभतくॉ
産業ऊै自৿運転ध५ঐーॺ工場भڮ領域॑選定ؚ課題भ深掘ॉ॑行ढञ؛
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ᾁώ調査ỉ概要
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ᾀὸ概要ể調査項目

以下भधउॉ調査॑実施ख社会実装課題॑抽出ؚ実装委員会द検討॑行ढञ؛
 調査期間：2017年11月～2018年2月
 調査方法ؚ調査件数ऩन

 文献調査：利用状況ؚ制度・政策पणいथ各30以上भ文献॑調査؛
 ॔ンॣーॺ調査

調査方法：記名式郵送॔ンॣーॺ調査ق回収पमWeb॑併用ك
調査対象：経済産業省 情報処理実態調査द調査対象धऩढथいॊ26業種
भ中ऊै無作為抽出पेॊ5,000事業者ك製造業ؚ非製造業ق

回答者भ部門及び役職：経営層又मICT関連事業部門भ責任者ुखくम૿当者
有効回答数：364件

 ঄॔জンॢ調査
調査方法：研究員पेॊ直接঄॔জンॢ
調査対象：AIঋンチকー企業及び実装委員会भ委員
調査件数：15件

 海外৿向調査ق中国ك
調査方法：文献調査及び研究員पेॊ直接঄॔জンॢ
঄॔জンॢ調査件数：4件
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ᾁὸ文献調査ỉ概要ί利用動向ὸ

 各領域पउいथＡＩभ取組ाऋ進॒दいॊऋؚ流通業भेうप実用ঞঋঝ
भुभऊै自৿運転भेうप実証ঞঋঝभुभऽद多様दあॉؚ実装भ温
度差ऋあॊऒधऋ確認औोञ؛

自৿運転
• َঞঋঝ4َُ१ーঅ५化َُ३ख़॔জンॢُ॑य़ーワーॻपؚॢটーংঝद各社
ऋ研究開発॑推進؛

• ॺচタ自৿車ऋCES2018द発表खञَe-Palletُऋऒभॺঞンॻ॑象徴घॊ؛

५ঐーॺ工場 • 異常検知ؚ作業員भ঑५防止ؚ外観検査ऩनदAI活用事例ऋ出始ीथいॊ؛
• 国内工場दभ高齢化ध人手不足ؚ海外工場भ技術不足षभ支援ऋ期待औोथいॊ؛

流通業
• 映像भ解析पेॊঐーॣॸॕンॢؚ店舗経営भ効率化ؚ無人ঞ४決済ऩन多様ऩ
ソজগー३ঙンऋ提供औोथいॊ؛

• 次世代型店舗قLINE×ই॓঑জーঐーॺؚAmazon GOؚ中国भ無人店舗ك開発
ऋ進ि؛

業種共通
• RPAقRobotic Process Automationكभ利用ऋ拡大खथいॊ॔؛ンॣーॺ調査結果
पउいथुَऒोऊै利用खञい技術ُधखथ上位पあऋढथいॊ؛

• 音声ऋॖンタইख़ー५पऩॊ傾向ऋाैोॊق५ঐーॺ५আーढ़ーभ影響等؛ك

行政 • 特許庁भ事務भ効率化पAI॑活用؛画像認識पेॊ類似भ商標調査ऩन؛
• 地方自治体दَチকッॺ঎ッॺपेॊFAQَُ保育施設भ入所भ割ॉ振ॉُऩनप
活用ऋ進॒दいॊ؛

※RPA：Robotic Process Automationभ略؛生産भाऩैङؚ事務ऩनपुট঎ッॺभ適用ऋ進॒दいॊ؛
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ᾁὸ文献調査ỉ概要ί実装課題ỉ既܍ӕ組Ớὸ

 本調査दमؚ下記भेうऩ既存取組ा॑十分प踏ऽえथ実装課題॑整理ख
ञ؛

実装課題䛻㛵す䜛既存取組䜏䠄文献例䠅 発行日 発行者

ARTIFICIAL INTELLIGENCE AND LIFE IN 2030 2016/9 スタンフォ䞊䝗大学

人工知能学会倫理指針 2017/2 人工知能学会倫理委員会

IEEE Ethically Aligned Design 2016/11 IEEE

People +AI Research (PAIR) 2017/7 Google

䝕䞊タ䛸競த政策䛻㛵す䜛検討会 2017/6 公ṇ取引委員会

人工知能䛸人間社会䛻㛵す䜛懇談会 2016/3 ෆ㛶府

ＡＩネッ䝖ワ䞊䜽化䛻㛵す䜛国際的䛺議論䛾推進䛻向け 2017/7 総務省

国際的䛺議論䛾䛯䜑䛾AI開発䜺イ䝗䝷イン案 2017/7 総務省

新䛯䛺情報財検討委員会報告書 2017/3 ෆ㛶府

知的財産推進計画2017 2017/5 知的財産戦略本部

産業構造審議会知的財産分科会営業秘密䛾保護䞉活用䛻㛵す䜛ᑠ委員会
第四次産業革命䜢視野䛻入䜜䛯不ṇ競த防Ṇ法䛻㛵す䜛検討䠄中間䛸䜚䜎䛸䜑䠅

2017/5 経済産業省

䝕䞊タ䛸競த政策䛻㛵す䜛検討会報告書 2017/6 公ṇ取引委員会

自動運転䛻䛚け䜛損害賠償責任䛻㛵す䜛研究会整理案概要 2017/9 国土交通省

自動運転䛾段階的実現䛻向け䛯調査研究報告書 2017/3 警察庁

国家戦略特区䛻䛚け䜛日本版レ䜼ュ䝷䝖䝸䞊䞉サン䝗ボッ䜽ス制度䛾ᑟ入 2017/5 ෆ㛶府
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ᾂὸỴンἃὊἚ調査ỉ概要ίᾀ὾ᾂὸ

経済産業省 情報処理実態調査भ調査対象
26業種 5,000事業者प対ख質問表॑郵送؛
回収率7.3％ؚ364社؛
※信頼水準95％भधऌभ標本誤差म±5.14％؛
標本誤差भ定義पणいथम以下参照؛
http://www.stat.go.jp/teacher/c2hyohon.html

※左図मAIঘー२企業350社॑集計対象धखथ
उॉ信頼水準95％भधऌभ標本誤差म±5.24％؛

 AIभ利用状況॑ाॊधَघदप導入खथいॊُध回答खञ比率म3.1％
؛11社),َ実証実験(PoC)॑行ढथいॊُ7.1％॑合わचथ約1割दあॊق
 ِAI白書2017ّभ॔ンॣーॺ調査दमؚAIप取組॒दいॊध回答खञ割合ऋ

23.0％ध高くऩढथいॊऋؚ対象म上場企業3,787社ق回答296社كदあॉؚ
本調査भ方ऋ非上場企業॑含॒दいॊ分ؚ低くऩढञध想定औोॊق送付数
5,000社ؚ回答364社 ؛ك

※PoCᾉProof of Conceptỉ略ẇἥἊ἟ἋコンἍἩἚỉ実証ẇ
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ᾂὸỴンἃὊἚ調査ỉ概要ίᾁ὾ᾂὸ

 ＡＩभ導入状況पणいथम企業規模ق売上高كपेॉ明確ऩ差ऋ出थउॉؚ
大企業भＡＩ३५ॸ঒भ導入प関घॊ知見॑中小企業पु展開घॊऒधऋ
必要ध考えैोॊ؛

3.1 

3.6 

3.3 

14.3 

7.1 

4.8 

3.6 

6.7 

28.6 

10.0 

5.5 

6.7 

14.5 

13.3 

21.4 

16.0 

10.6 

14.5 

19.0 

18.2 

16.7 

12.5 

50.0 

52.6 

66.0 

69.1 

58.1 

45.5 

53.3 

21.4 

50.0 

10.3 

21.3 

10.9 

10.5 

10.9 

6.7 

1.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体䠄ｎ=350㸧

50億෇未満䠄ｎ=47㸧

50～100億෇未満䠄ｎ=55㸧

100～300億෇未満䠄ｎ=105㸧

300～500億෇未満䠄ｎ=55㸧

500～1,000億෇未満䠄ｎ=30㸧

1,000億෇以上䠄ｎ=56㸧

不明䠄ｎ=2㸧

す䛷䛻ᑟ入し䛶い䜛 実証実験䠄PoC㸧䜢行っ䛶い䜛

過去䛻検討䞉ᑟ入し䛯䛜現在䛿取組䜣䛷い䛺い 利用䛻向け䛶検討䜢進䜑䛶い䜛

こ䜜䛛䜙検討䜢す䜛ண定䛷あ䜛 㛵心䛿あ䜛䛜䜎䛰特䛻ண定䛿䛺い

今後䜒取組䜐ண定䛿䛺い 不明
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ᾂὸỴンἃὊἚ調査ỉ概要ίᾂ὾ᾂὸ

 ＡＩ導入َ॑検討中َُ検討予定َُ関心मあॊُ企業पउऐॊَＡＩ॑
導入घॊ場合भ課題ُमؚ理解不足ऋ突出खथいॊ؛そभ他पु多様ऩ回
答ऋ挙ऑैोथउॉؚ実装課題पणいथम幅広く捉えॊऒधधखञ؛



16© ᵐᵎᵏ8  IPA Software Reliability Enhancement Center

 ＡＩप対घॊ高い期待や積極的ऩ取組ाऋ聞ऊोञ反面ؚ以下भेうप多
様ऩ課題ु挙ऑैोञ؛

 ऒोैभ意見पणいथमؚ個別दमऩくؚ俯瞰的प捉えथ整理分類॑行う
ऒधधखञ؛

ᾃὸἤỴἼンἂ調査ỉ概要ίAIベンἒὊや一般企業ὸ

他भAI手法ऋ適खथいथुَॹॕーউ
ছーॽンॢदُधいう顧客ऋいॊ

AIप過大ऩ期待॑खथऋढऊॉघॊ
顧客ऋいॊق精度不足ؚॹータ不足等ك

経営層प事業性भ説明ऋ困難

AIपेॉ社会や生活ऋऒोटऐ良くऩॊ
धいうऒध॑書いथ社会॑納得औचॊसऌ

旧来型भ契約書पेॉ
学習済ঔॹঝभ権利॑
顧客प吸い上ऑैोथखऽう

個々भAIঋンチকーपम
GPU環境भ整備ऋ難खい

ॻওॖンधAIऋ
両方わऊॊ人ऋいऩい

人材ऋ足ॉऩいؚ適切प評価
・処遇औोथいऩい

অ४ॿ५ঔॹঝऽद
提案दऌॊ人材ऋ必要

ॹータमあॊऋؚ収集元ق顧客ك
धभ契約上ؚ利用दऌऩい
場合ऋあॊ

AIभ普及पेॊ実現घॊ社会像
भ議論ऋ必要قঋー३ッॡॖンढ़঒等ك

実証実験म行ढथुAI導入
॑決断दऌऩい企業ुあॊ

膨大ऩॹータ॑有घॊ
一部企業ऋAI市場॑独占
घॊऒधऋ懸念औोॊ

学習ॹータや学習済ाঔॹঝ॑
外部प提供घॊॖンセンॸॕঈ
भ仕組ाऋ必要

AIम危険धいわोॊऋ
AIद実現घॊ安全ु
॔আーঝघसऌ

経営者म95％द納得खथいॊभप
現場म99%दऩいध受ऐ入ोऩい
場合ुあॊ

AIऋ故障॑予知खथुؚ設備भ
ड़ーॼーप根拠॑説明दऌऩい

ॹータभ॔ঀॸー३ঙンप
工数ऋऊऊॊ

AIपेॊ安全性

学習ॹータ・ঔॹঝभ流通

AIभ理解

社会ॹ२ॖン

AIधঅ४ॿ५
学習環境

AIभ精度

学習ॹータभ独占

学習ॹータ・学習済ঔॹঝभ契約

AIभ説明性
AI人材
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 自৿運転及び५ঐーॺ工場भ関係者ऊैुؚ多様ऩ実装課題ऋ挙ऑैोञ؛
 ऒोैभ意見पणいथुؚ領域別दमऩく俯瞰的प捉えथ整理分類॑行う
ऒधधखञ؛

ᾃὸἤỴἼンἂ調査ỉ概要ί特定領域ỉ関̞者ὸ

ॻছॖংー熟練度や঑५
भ内容प応गञ॔३५ॺ
ऋ必要

自৿運転ऊै考えॊभदमऩく
人ऋ歩く३ーンपउऐॊ
自৿運転भ役割॑考えॊ

ঁッय़ンॢपेॉ自৿運転भ
AIप外部ऊै॥ॿॡॺऔोॊ
危険性ऋあॊ

遠隔監視時ؚ人ऋ外ऊै
見थुؚAIभ৿作भ
正常／異常भ判別म難खい

AI॑評価घॊ基準や第三者認証ؚ
検証用ॹータ整備ऋ必要

AIभ計算処理ऋ大ऌく
自৿車षभ組込ा化ऋ困難

自৿運転भ実用化॑可能ध
घॊ行政भ許認可भ改正प
時間ऋऊऊॊ

ॹータや予算持ण大企業ध
技術॑持णAIঋンチকーधभ
対等ऩ関係भ構築ऋ難खい

中小企業दभAI活用भ前提धऩॊ
IoT化भञीपम१উছॖチख़ーン
全体भ生産性向上ऩनभ観点ऊै
भ投資対効果भ議論ु必要

中小企業मIoT化ऋ進ऽङؚ
学習ॹータभ蓄積ु進ऽऩい

国॑超えञ交通ॹータ
भ流通ऋ困難

将来भঘー५ॣー५भ想定ऋ
難खくؚ今ऊै何भॹータ
॑取ॉ始ीॊसऌऊऋؚ
わऊैऩい

出चॊॹータध出चऩい
ॹータऋあॊ؛自社भ॥॔
অ४ॿ५प関घॊुभम
出चऩい

社内IT人材भ不足पेॉ
自৿化ऋ進ऽऩい産業ु多い

街づく峴岵峳AIを考え峵

AIの検証性

AIの安全性

AI峒法制度

組込峩AI

社内IT人材

協業の嵇ス嵆ッチ

崶ウ崷ウ崯ータ

学習ॹータ・ঔॹঝभ流通

ᾉ自動運転関̞者 ᾉἋἰὊἚ߻場関̞者

AI峒人の能力IoT化岶進峨峔い

AIप蓄積खञ匠भঀक़ঁक़
भ継承や発展ऋ困難؛人प
戻घऒधम難खい

自৿運転任चपऩॉؚ
人भ運転技能ऋ低下ख
AIॺছঈঝ時प緊急対応
दऌऩい可能性ऋあॊ

ॹータ・ঔॹঝभ信頼性



18© ᵐᵎᵏ8  IPA Software Reliability Enhancement Center

ᾄὸ海外動向調査ỉ概要ίᾀ὾ᾃὸ

 米国人工知能学会قAAAI:Association for the Advancement of Artificial 
Intelligenceكपउऐॊ論文提出数दम中国ऋ前年भ58%増धऩढथउॉؚ
ॺッউप立ढथいॊق採択数म米国ध中国मऺऻ同ग؛ك

ί出χᾉAAAI-18 Thirty-Second AAAI Conference on Artificial Intelligence ἩἾἎンợụὸ
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ᾄὸ海外動向調査ỉ概要ίᾁ὾ᾃὸ

 中国भَAI大国ُ化
 AI企業数ؚ科学技術分野भ論文掲載数ؚ特許取得数पउいथいङोु॔ওজढ़
प次いद世界第二位؛

 BATقংॖॻॗؚ॔জংংؚॸンセンॺ॑ك筆頭पؚ有力企業ऋ台頭؛
 AIق特पDLك開発भ根源धऩॊঅッॢॹータ॑得やघいऒधؚ人材ऋ豊富दあॊ

ऒधऩनऋ強ाधऩॊध想定औोॊ؛



アメ䝸䜹
43%

中国
23%

そ䛾他合計
34%

米国䛸中国䛾AI㛵連企業数

全世界合計
2,542社

㸦2017年6月
末時点㸧

 米国ध中国भ攻防ु見ैोॊ؛
 中国पेॊ米国भAIؚARؚট঎ッॺऩनभঋ
ンチকーभ買収भ急増प対घॊ危機感ऋ高ऽ
ॉؚ技術भ流出防止प向ऐञ法案भ提出ऋ予
定औोथいॊ؛

 中国दमؚ2017年6月पؚॹータभ国内保存
や海外持ठ出ख॑制限घॊ法案॑施行؛企業
भॢটーংঝऩ活৿भ妨ऑपऩॊधखथؚ米
国॑中心प世界54団体ऋ同法भ施行प懸念॑
表明खञ؛

出所：騰訊研究院資料ेॉ作成
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ᾄὸ海外動向調査ỉ概要ίᾂ὾ᾃὸ

 政府भ৿向
 中国政府मؚAIऩनभ先端分野भ産業振興प積極的ऩ姿勢दあॉؚ国家競争力向上प繋
ऋॊुभदあोय国॑挙ऑथ後押ख॑खथउॉؚ中国企業प対घॊ঄॔জンॢदुؚ複数
भ企業ऊै好意的ऩ意見ऋ聞ऊोथいॊ؛

 AIप係ॊ政策पम以下भेうऩुभऋあॊ؛
✓ 新世代人工知能発展計画：現在～2020年～2030年ऽदभ中長期政策॑定ीॊ؛

✓ َॖンターॿッॺউছ५ؚ人工知能革新発展ؚॹ४タঝग़॥ঀ঑ー等重要ঔॹঝউট
४ख़ॡॺभ実施प関घॊ通知ُ：AI産業प率先खथ巨額投資॑घॊ姿勢॑表明؛大手
企業॑対象धखथउॉؚ1社あञॉ数百万元～数千万元भ規模ध推測औोॊ؛

 人材育成प関खथमؚজーॹॕンॢ人材भ育成ؚ海外ऊैभ招聘ؚ大学भAI学科भ開設
ऩनद本腰॑入ोथいॊ؛

 ञटखؚ঄॔জンॢदमَ政府भ補助金भ手続ऌऋ煩雑ُधいう意見ु聞ऊोञ؛

時期 注目Ў᣼ 目標 産業規模ỉ目ܤ

࠰2020 自ࢷ知能ἉἋἘἲ
AI基礎理論 ễỄ

世界先進ἾベἽểӷ期Ẳ経
済発展ử牽引

1,500億人民元
ί2Ϋ5千億όὸ

࠰2025 知的生産
AI関連法規制
AIܤ全評価Ὁ管理Ⴓ督体系等

一部ỉ২術Ὁ応用ἾベἽỊ
世界一流ử誇Ủ

4,000億人民元
ί6Ϋ7千億όὸ

࠰2030 脳型知能
ỶンἒἋἚἼỴἽἢἼἷὊἓỹὊン等

全体的Ệ世界一流ử誇ụẆ
人߻知能革新大国ử実現

10Ϋ人民元
ί16Ϋ7千億όὸ
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ᾄὸ海外動向調査ỉ概要ίᾃ὾ᾃὸ

 企業भ৿向
 自৿運転

2017年7月पংॖॻॗभ自৿運転車ऋ違法दあॊ公道走行実験॑行ढथ処罰औोञऋ؛
北京地方政府मわङऊ5ヵ月後प規制緩和॑行ढथいॊ؛地方政府म有力産業・企業भ
誘致॑推進खथいॊञी৿ऌऋ早くؚ実証実験場भ整備ऩनु進॒दいॊ؛

 ५ঐーॺ工場
国भ施策धखथَ中国製造2025ُ॑ঋー५प約20भ関連政策ऋ実施औोथいॊ؛ঐॡট

的ऩ政策ऊैAIやট঎ッॺऩन個別भ政策ऽदढ़ংーघॊऒधद国内産業भ技術向上ऋ図ै
ोथいॊ؛
例ك智能製造ঔॹঝউট४ख़ॡॺؚ中国製造2025ؚ中国製造2025国家級ঔॹঝ区ؚ

新世代人工知能発展計画ؚট঎ッॺ産業発展計画ؚ智能製造綜合標準化・新ঔॹঝ
応用重点উট४ख़ॡॺऩन

 BAT(ংॖॻॗؚ॔জংংؚॸンセンॺ)ऋؚ巨大ऩ資本力ऩन॑強ाप攻勢॑強ीॊ؛
✓ংॖॻॗम2014年प人材獲得計画َ少帥計画ُद30歳以下भग़ン४ॽ॔प百万元
؛そभ結果ؚ多数भ人材ऋ集ऽढञ؛以上भ年収॑約束खञك1,670万円ق

✓॔জংংमؚ2017年10月पؚAIऩनभ技術研究開発प3年द150億ॻঝق約1兆
6,900億円॑ك投गॊध発表खञ؛中国国内भऺऊؚ米国ؚট३ؚ॔ॖ५ছग़ঝؚ३
ンफ़এーঝप研究所॑設立घॊ計画दあॊ؛



22© ᵐᵎᵏ8  IPA Software Reliability Enhancement Center

ᾅὸ実装課題ỉ整理ὉЎ類

 調査結果॑基पؚ実装課題भ整理・分類॑行ढञ؛そभ上दؚ法制度॑含
ीञ課題全体॑5णभढ़ॸ०জーؚ12भ分類प整理खञ23قঌー४؛ك

 ऩउؚ法制度प関घॊ実装課題मؚ企業঄॔জンॢभेうऩ主観性॑伴わ
ऩいुभऋ多いञीؚऽङ独立प整理खञ43قঌー४ 参考؛ك

分類 No. 課題

開発प係ॊ
課題

AI人材 1 AI関連人材ऋ不足
学習環境 2 学習प大量भ॔ঀॸーターやGPU環境ऋ必要

学習ॹータ・
学習済ঔॹঝभ流通

3 一般企業भ学習ॹータऋ不足
4 流通घॊ学習ॹータや学習済ঔॹঝभ信頼性ऋ不明
5 将来प向ऐञ学習ॹータ収集ऋ難खい

ＡＩभ特性
प係ॊ課題

AI३५ॸ঒भ検証性 6 नऒऽद検証घोय十分ऊऋわऊैऩい
7 AIप欠陥ऋあढथुؚঘー२पम証明दऌऩい

AI३५ॸ঒भ安全性 8 AIऋ正常दあॊऊऋؚमञ目पमわऊैऩいؚ説明性ऋ無い
9 ঁッय़ンॢऔोञ場合पؚेॉ高度ऩ攻撃ऋ懸念औोॊ

AIभ精度 10 AIभ精度ऋ100%近くदऩいधいう理由द現場ऋ受ऐ入ोऩい
11 AIभ精度ऋ学習खथाऩいधわऊैऩい

国際課題 国際競争力 12 米国・中国भＡＩ投資ऋ先行खथいॊ
13 輸出先ऊै学習ॹータ॑入手दऌॊऊわऊैऩい

法制度प係ॊ課
題

AIध法制度
14 法制度ऋAI॑想定खथいऩい
15 学習ॹータや学習済ঔॹঝभ知財権保護ध流通容易性ऋ矛盾
16 知財権ऋあॊॹータपेॊ学習ऋ規制औोथऩい

個人情報・উছॖং३ー 17 ॿッॺ上ऊै集ीञ個人भॹータऊैউছॖং३ー॑侵害खうॊ
18 匿名ॹータद学習खथुؚ個人॑特定दऌॊ可能性ऋあॊ

ঘー२や社会प
係ॊ課題

AIभ理解 19 一般企業भAIभ理解ऋ不十分
20 一般企業ऋAI導入प踏ा切ोऩい

社会受容性 21 世論ऋAI॑受ऐ入ोऩい
AIध人भ能力 22 学習内容॑人प移転दऌऩい

23 AIऋ肩代わॉघॊऒधदؚ人भ能力ऋ低下घॊ



 ６䠅実装課㢟䛾整理䞉ศ類䠄全般䠅

No 課㢟
文
献

䜰ン
䜿

䝠䜰
䝸

委
員
会

具体例 補足説明

1
一般企業䛾A㻵䛾理解䛜不十
ศ

● ●

䞉䝴䞊䝄企業䛜過度䛺期待䜢䛩䜛䠄䝠䠅
䞉経営層䛻説明䛷䛝䛪社内䛾検討䛜進䜎䛺
い䠄䝠䠅
䞉ᑟ入事例䛜不足䛧䛶い䜛㻔䜰㻕

A㻵䛾出来䜛こ䛸䠋出来䛺いこ䛸や必要䛸䛺䜛
䝕䞊䝍䛾質䠋量䛺䛹䝴䞊䝄企業䛜理解䛧や䛩
い資料䛜少䛺い䚸類似䛾ᑟ入事例䜒不足䛧䛶
䛚䜚事例䛛䜙䛾類推䜒困難

2
一般企業䛜A㻵ᑟ入䛻踏䜏ษ
䜜䛺い

●
検証䠄P㼛C䠅䛿行う䛜䚸䝡䝆䝛䝇䜈䛾ᑟ入䜢
決断䛷䛝䛺い䠄䝠㻕

ＡＩᑟ入䛜目的䛻䛺䛳䛶䛧䜎䛳䛶䚸ＡＩ䛺䜙䛷䛿
䛾効果や付加価値䛾創出䜢織䜚込䜣䛰䝡䝆
䝛䝇提案䜎䛷䛯䛹䜚着け䛺い

社会受容性 3 世論䛜A㻵䜢受け入䜜䛺い ●
自動運転車䛻不安䜢感䛨䛯䜚䚸A㻵䛻仕事䛜
奪わ䜜䜛こ䛸䜢嫌䛜䜛㻔文䠅

A㻵䛻対䛧䛶䚸䝛䜺䝔䜱䝤䛺䜲䝯䞊䝆䛜広䜎䛳䛶
い䜛

4
学習内容䜢人䛻移転䛷䛝䛺
い

● ●

匠䛜い䛺く䛺䜚䚸学習内容䛜人䛻移転さ䜜
䛺い䛸䚸人䛻䜘䜛改良䛜困難䛻䛺䜛䚸䜎䛯
安い人件費䜢生䛛䛧䛯海外工場䛷䛾人䛻
䜘䜛代替䜒難䛧い

䝕䜱䞊䝥䝷䞊ニン䜾䛻䜘䜛A㻵䝅䝇䝔䝮䛿学習
内容䜢人䛜理解䛷䛝䜛形䛷䛾説明䛜困難

5
A㻵䛜肩代わ䜚䛩䜛こ䛸䛷䚸人
䛾能力䛜低ୗ䛩䜛

● ●

䞉䝗䝷䜲䝞䞊熟練度や䝭䝇䛾内容䛻応䛨䛯䜰
䝅䝇䝖䛜必要䠄䝠䠅
䞉自動運転車䛜緊急時䛻搭乗者䛻䝞䝖ン
䝍ッ䝏䛩䜛䛜䚸人䛾運転能力低ୗ䛷危険䜢
招く䠄委䠅

A㻵䛸人䛜協調䛩䜛場面䛷䛿䚸人䛻䜘䜛䜰䝅䝇䝖
䛜必要䛸䛺䜛こ䛸䛜あ䜛䛜䚸人䛾能力䛿使わ
䛺け䜜ば低ୗ䛩䜛䛾䛷䚸能力䛾低ୗ䜢ண防䛩
䜛動作䛜必要

6
米国䞉中国䛾ＡＩ投資䛜先行
䛧䛶い䜛

●
䞉ＡＩ白書㻞㻜㻝㻣䛾䜰ン䜿䞊䝖調査䛷䛿米国䛾
ＡＩ関連投資㢠や売ୖ䛜突出
䞉近年䚸中国政府䛻䜘䜛ＡＩ投資䛜急増

Ai䛻関䛩䜛論文数䛷䜒䚸米国䞉中国䛜突出䛧
䛶い䜛

7
輸出先䛛䜙学習䝕䞊䝍䜢入
手䛷䛝䜛䛛わ䛛䜙䛺い

● ●
䞉自動運転車䜢輸出䛧䛯い䛜䚸国䜢超え䛯
交通䝕䞊䝍䛾流通䛜困難䠄䝠䚸委䠅

国䛻䜘䜚䝥䝷䜲䝞䝅䞊や参入㞀壁䛾䛯䜑䚸
䝕䞊䝍䛜入手䛷䛝䛪䚸学習䛜䛷䛝䛺い

A㻵人材 8 A㻵関連人材䛜不足 ● ● ●

䞉A㻵人材確保䛜困難㻔文㻕
䞉䝗䝯䜲ン䛸A㻵䛾両方わ䛛䜛人材不足㻔䝠㻕
䞉A㻵䜢活用䛧䛯䝡䝆䝛䝇䜎䛷提案䛷䛝䜛人材
不足㻔䝠㻕
䞉日本䛷䛿䛂中国ＡＩ版千人人材計画䛃相当
䛾施策䛜見当䛯䜙䛺い䠄海䠅.

A㻵技術䜢持䛴人材䛻加え䚸対象䝗䝯䜲ン䛷䛾A㻵
活用䜢検討䛧䚸加え䛶そ䛾䝡䝆䝛䝇化䜢策定
䛷䛝䜛人材䠄複数䛛䜒䠅䛜不足

学習環境 9
学習䛻大量䛾䜰䝜䝔䞊䝍䞊
やGP㼁環境䛜必要

●

A㻵ベン䝏䝱䞊単体䛷䛿䜰䝜䝔䞊䝅䝵ン済䜏
䝕䞊䝍䛾整備や䚸GP㼁環境䛾整備困難䚸一
方䝴䞊䝄䞊䛾中䛷䜒中ᑠ企業䝴䞊䝄䛷
䛿䚸そ䛾投資䛜困難䠄䝠䠅

䝕䜱䞊䝥䝷䞊ニン䜾䛿膨大䛺䝕䞊䝍䛸処理環
境䛜必要䚸投資対効果䛜明䜙䛛䛷䛺い䛸中ᑠ
企業䛜ᑟ入䛻踏䜏込䜑䛺い

10
一般企業䛾学習䝕䞊䝍䛜不
足

● ● ●

䞉㻵㼛㼀化䛜進䜎䛪学習䝕䞊䝍䛾蓄積䜒進䜎䛺
い㻔䝠䚸委㻕
䞉学習䝕䞊䝍䛜不足䛧䛶䛚䜚䚸཰集䛻䜒時間
䛜䛛䛛䜛㻔文䠅
䞉䝜ウ䝝ウや営業秘密䛺䛹出䛫䛺い䝕䞊䝍
䛜あ䜛䠄䝠䠅

A㻵適用以前䛻㻵㼛㼀化䛜進䜎䛪䝕䞊䝍䛜集䜎䜙
䛺い䚸㻵㼛㼀セン䝃䛜設置さ䜜䛶䜒䝕䞊䝍䛜あ䜛
程度䛯䜎䜙䛺い䛸学習䛜䛷䛝䛺い䚸設備機器
䛾内部䝕䞊䝍䛜開示さ䜜䛪ศ析䛜不完全

11
流通䛩䜛学習䝕䞊䝍や学習
済䝰䝕䝹䛾信頼性䛜不明

● ●
安価䛺学習済䝰䝕䝹䛜売䜙䜜䛶い䜛䛜䚸信
用䛧䛶䜘い䛛わ䛛䜙䛺い㻔文䚸䝠䠅

元䛸䛺䜛学習䝕䞊䝍䛾品質や偏䜚䜢評価䛷䛝
䛪䚸推論結果䛾信頼性䛜評価出来䛺い

12
将来䛻向け䛯学習䝕䞊䝍཰
集䛜難䛧い

● ●
将来䜢見据え䛶学習䝕䞊䝍䜢཰集䛧䛯い
䛜䚸何䜢集䜑䜜ば䜘い䛛わ䛛䜙䛺い䠄䝠䚸
委䠅

ศ析内容や目的䛾変更䛻伴い䚸必要䛸さ䜜䜛
䝕䞊䝍䛾種類䛜追加さ䜜䜛可能性䛜あ䜛䛜䚸
ண見䛿䛷䛝䛺い䚸䜎䛯限䜙䜜䛯コ䝇䝖䛷䛿䛩䜉
䛶䛾䝕䞊䝍䜢集䜑䜛こ䛸䜒䛷䛝䛺い

13
䛹こ䜎䛷検証䛩䜜ば十ศ䛛
䛜わ䛛䜙䛺い

● ●

䞉䝯䞊䜹䛾出荷検査䞉認定䚸商品化ุ断䛜
困難䠄文䚸䝠䠅
䞉A㻵䜢評価䛩䜛基準や第୕者認証䚸検証用
䝕䞊䝍整備䛜必要䠄䝠䠅
䞉事故発生時䛻検証䜢十ศ䛻行䛳䛯䛸いう
཯論䛜困難

䞉製品認定䛻必要䛺䝔䝇䝖手法や検査䝕䞊䝍
䛾妥当性䛾基準䛜確立さ䜜䛶い䛺い䚸䜎䛯事
故䛜起䛝䛶䜒状況䜢再現䛷䛝䛺い䛾䛷䚸䝔䝇䝖
䛾妥当性䜢説明䛷䛝䛺い

14
A㻵䛻欠陥䛜あ䛳䛶䜒䚸䝴䞊䝄
䛻䛿証明䛷䛝䛺い

● ●
製造物中䛾A㻵䛾欠陥䜢䝴䞊䝄䛜立証䛷䛝
䛺い䛯䜑䚸PL法䜢活用䛷䛝䛺い㻔䝠䠅

䝕䜱䞊䝥䝷䞊ニン䜾䛻䜘䜛AI䝅䝇䝔䝮䛿個々
䛾動作䛾理由䛾説明䛜難䛧い

15

A㻵䛜正常䛷あ䜛䛛䛜䚸䛿䛯
目䛻䛿わ䛛䜙䛺い䚸説明性
䛜無い

● ●

䞉A㻵䛾出力結果䜢説明䛷䛝䛺い䠄文䚸䝠䠅
䞉人䛻䜘䜛A㻵䛾遠隔監視䛜困難䠄䝠䠅
䞉使わ䜜䛺䛜䜙学習䛩䜛A㻵䛾正常性䛾ุ定
䛜困難㻔文㻕

A㻵䛾出力結果䜢人䛜わ䛛䜛形式䛷説明䛷䛝
䛺い䛾䛷䚸不可解䛺動䛝䜢始䜑䛶䜒監視員䛜
正常䛛異常䛛䛜区ู䛷䛝䛺い䚸さ䜙䛻䚸追加
学習䛻䜘䜚䚸従来䛿正䛧い䛸思わ䜜䜛出力䛜
変更さ䜜䛶䛧䜎う可能性䛜あ䜛

16
䝝ッ䜻ン䜾さ䜜䛯場合䛻䚸䜘
䜚高度䛺攻撃䛜懸念さ䜜䜛

● ●
自動運転車䛾A㻵䛜不正䛻書䛝換え䜙䜜䚸
特定䛾条件䛷危険䛺挙動䜢䛩䜛䠄委䠅

䝝ッ䜻ン䜾さ䜜䛯場合䛻䚸既存䛾䝅䝇䝔䝮䜘䜚
深刻䛺被害䜢䜒䛯䜙䛩可能性䛜あ䜛

17

A㻵䛾精度䛜㻝㻜㻜%近く䛷䛺い䛸
いう理由䛷現場䛜受け入䜜
䛺い

● ●
経営層䛿㻥㻡％䛷ＯＫ䜢出䛧䛯䛜䚸現場䛿
㻥㻥.㻥％䛷䛺け䜜ば受け入䜜䛺い䠄䝠䚸委䠅

䝕䜱䞊䝥䝷䞊ニン䜾䛿統計䛻基䛵く䛯䜑䚸䠍䠌
䠌％䛾精度䛿保証䛷䛝䛺い䚸䜎䛯稼働条件や
学習䝕䞊䝍䛾品質䛻精度䛜依存䛩䜛

18
A㻵䛾精度䛜学習䛧䛶䜏䛺い
䛸わ䛛䜙䛺い

●
䞉A㻵䛾精度䛜学習䛧䛶䜏䛺い䛸わ䛛䜙䛺い
䠄䝠䠅

䝕䜱䞊䝥䝷䞊ニン䜾䛿精度䛜実㝿䛾䝕䞊䝍䛻
依存䛩䜛䛯䜑䚸投資対効果䜢見積䜚䛻くく䚸投
資䛻躊躇䛩䜛

19
法制度䛜A㻵䜢想定䛧䛶い䛺
い

● ●
A㻵生成物䛾知財権䚸自動運転車䛾事故責
任䛺䛹䛜現行法䛻合わ䛺い

人䜢前提䛸䛧䛯法ᚊ䛸ＡＩᑟ入ᚋ䛾実態䛸䛾間
䛻齟齬䛜生䛨䜛

20

学習䝕䞊䝍や学習済䝰䝕䝹
䛾知財権保護䛸流通容易性
䛜矛盾

● ●
学習済䝰䝕䝹䛻知財権䛜追加さ䜜䛯䛜䚸
権利処理䛾䛯䜑既存䝰䝕䝹䛾流通䛜困難
䛻䛺䜛

知財権䛜認䜑䜙䜜䛺い䛸提供䛧䛻くい䛜䚸認
䜑䜙䜜䜛䛸権利処理䛾手間䛜煩雑

21
知財権䛜あ䜛䝕䞊䝍䛻䜘䜛
学習䛜規制さ䜜䛶䛺い

● ●
特定䛾音楽家䛾楽曲䝕䞊䝍䜢無許諾䛷学
習䛧䚸そ䛾音楽家䛾䜘う䛺作曲䜢行う

著作権法㻠㻣条㻣䛻䜘䜚䚸許諾䜢得䛪䛻著作物
䛾解析䛜可能

22
䝛ッ䝖ୖ䛛䜙集䜑䛯個人䛾
䝕䞊䝍䛛䜙䝥䝷䜲䝞䝅䞊䜢侵

●
㻿N㻿䜈䛾投稿䛛䜙ศ析䛧䛯営業䝎䜲䝺䜽䝖
䝯䞊䝹䛜届く䠄文䠅

写真付䛝䛾投稿䛺䛹䛛䜙特定䛾個人䛾情報
䜢集䜑䜛こ䛸䜒可能

23
匿名䝕䞊䝍䛷学習䛧䛶䜒個人
䜢特定䛷䛝䜛可能性䛜あ䜛

●
匿名化䛧䛯䝕䞊䝍䛷学習さ䛫䛯䛾䛻䝴䞊䝄
䛛䜙䝥䝷䜲䝞䝅䞊侵害䛾䜽䝺䞊䝮䛜来䜛㻔䝠㻕

街角䛾映像䛾顔䜢隠䛧䛶学習さ䛫䛶䜒微妙䛺
特徴䛛䜙個人䜢特定䛧う䜛

䛂具体例䛃䛾略称䛾意味䚷䚷䚷 ＜意見＞䚷䚷䚷 䚷㻔䝠㻕：䝠䜰䝸ン䜾䛻䜘䜛意見䚸㻔委㻕：A㻵社会実装推進委員会䛾意見
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷 ＜調査結果＞ 䚷㻔䜰㻕：䜰ン䜿䞊䝖調査䚸㻔文㻕：文献調査䚸㻔海㻕：海外調査
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AI䛸法制度

Ａ
Ｉ

䛾
特
性
䛻
係
䜛
課
㢟

法
制
度
䛻
係
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国㝿競த力

学習䝕䞊䝍䞉
学習済䝰䝕
䝹䛾流通

A㻵䛸人䛾能
力

A㻵䛾精度

個人情報䞉
䝥䝷䜲䝞䝅䞊

A㻵䝅䝇䝔䝮
䛾検証性

AI䝅䝇䝔䝮
䛾安全性

A㻵䛾理解

国
㝿
課
㢟

開
発
䛻
係
䜛
課
㢟
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ᾂώ社会実装推進ỉ方向性(ộểỜ)
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ᾀὸ社会実装推進ỉ方向性ỉ提案

 社会実装推進भ目的मؚAIऋ社会पुञैघ価値॑早期प享受दऌॊऒध
 少子高齢化時代भुभतくॉや生活भ場पम人भ能力॑増幅घॊAIऋ必須
 日本社会भ特性पইॕッॺखञ製品・१ーঅ५ऋ育थयؚ近い将来ؚ同様भ特
性॑持ठうॊ॔४॔षभ輸出ु期待औोॊ

 ञटखؚ拙速दमऩくؚ安全性॑考慮खञ上द段階的प進ीॊऒधऋ必要
 そभञीؚ中期的पमؚ以下भ方向性द対策॑検討घॊऒध॑提案घॊ

 ऩउؚ長期的ऩ課題पणいथमؚ今回म対象外धघॊ

社会実装課題

社会実装推進ỉ方向性ί案ὸ
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検
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シ
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Ａ
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シ
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Ａ
Ｉ
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精
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Ａ
Ｉ
と
法
制
ࡇ

プ
ラ
⏋
バ
シ
␟

個
人
情
報
␞

1 ＡＩỂ日本ử強化ẴỦ 1 3 6,7

2 社会ἉἋἘἲẦỤ変えềいẪ 1 3 19

3 企業や消費者ỉ理解ử̟進ẴỦ 1,2 3 8 17,18

4 人ểＡＩầ協調ẲẆểờỆ成長ẴỦ 4,5 17

5 ＡＩỉἼἋἁểܤ全性ử考えỦ 13,14 15,16 22,23

6 ＡＩ開発ỉỺコἉἋἘἲử活性化ẴỦ 9 10,11

7 ἇὊἥἋử生ớἙὊἑ戦略ử考えỦ 7 12

8 ＡＩỂ生ẳỦ法制ࡇỉ課題ử検討ẴỦ 19-21

※数܌Ị実装課題ỉ整理ὉЎ類表ί全般ὸỉ番号



26© ᵐᵎᵏ8  IPA Software Reliability Enhancement Center

ᾁὸ社会実装推進ỉ方向性ỉ関̞

 各方向性भ関係॑下図प示घ؛५আーॻ॔ッউभ観点ऊैؚ相互भ関係や
全体像॑念頭प置ऌणणؚ可能ऩ部分ऊै取ॉ組िऒधऋ必要दあॊ؛

ᾃώ人ểＡＩầ協調ẲẆ
ểờỆ成長ẴỦ

ᾅώＡＩ開発ỉỺコἉἋ
Ἐἲử活性化ẴỦ

ᾆώἇὊἥἋử生ớ
ἙὊἑ戦略ử考えỦ

ᾁώ社会ἉἋἘἲẦỤ
変えềいẪ

ᾇώＡＩỂ生ẳỦ法制ࡇ
ỉ課題ử検討ẴỦ

ᾄώＡＩỉἼἋἁểܤ全性
ử考えỦ

ἸὊἋἃὊἋや
想定ἼἋἁ

社会ἉἋἘἲỉ将来像

全性ܤ
ỉ説明

実利用 実証実験

ἍὊἧἘỵ὾ἍỿἷἼἘỵ要求企業ỉ意思決定
や社会ỉӖ容

戦略ỉ検証

spiral
up

社会実装

ᾀώＡＩỂ日本ử
強化ẴỦ

ᾂώ企業や消費者ỉ
理解ử̟進ẴỦ

全Ệ̞Ủܤ
法制ࡇἝὊἌ

要求ˁ様

spiral
up

spiral
up

AIầ
ờẺỤẴ
価値

ỺコἉἋἘἲử
活用ẲẺ実利用 ỺコἉἋἘἲử活用ẲẺ実証実験

戦略ỉ実践

社会ἉἋἘἲ
ỉ将来像

※"spiral up"ỊẆ˂ỉӕ組Ớ
ể連携ẲếếẆ試行錯誤Ể
向ɥẰẶềいẪỶἳὊἊẇ

spiral
up
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ᾁὸ社会実装推進ỉ方向性ỉ関̞ί期待ẰủỦ価値ὸ

 前図पؚ将来的प期待औोॊ価値भ
例॑付記खञ؛

ᾃώ人ểＡＩầ協調ẲẆ
ểờỆ成長ẴỦ

ᾅώＡＩ開発ỉỺコἉἋ
Ἐἲử活性化ẴỦ

ᾆώἇὊἥἋử生ớ
ἙὊἑ戦略ử考えỦ

ᾁώ社会ἉἋἘἲẦỤ
変えềいẪ

ᾇώＡＩỂ生ẳỦ法制ࡇ
ỉ課題ử検討ẴỦ

ᾄώＡＩỉἼἋἁểܤ全性
ử考えỦ

全性ܤ
ỉ説明

実利用 実証実験

ἍὊἧἘỵ὾ἍỿἷἼἘỵ要求企業ỉ意思決定
や社会ỉӖ容

戦略ỉ検証

社会実装

ᾀώＡＩỂ日本ử
強化ẴỦ

ᾂώ企業や消費者ỉ
理解ử̟進ẴỦ

全Ệ̞Ủܤ
法制ࡇἝὊἌ

要求ˁ様

spiral
up

社会ỉ理解
ể進化

日本社会Ệ合ẾẺ
製品ὉἇὊἥἋ実現

spiral
up

心ܤ全ܤ
ễ社会

ＡＩ時代Ệ適ẲẺ
社会制ࡇ

ỴἊỴồỉ輸出

全体Ệ影響

新Ẳい
社会ἉἋἘἲ

企業価値ỴἕἩ

ỺコἉἋἘἲử
活用ẲẺ実利用 ỺコἉἋἘἲử活用ẲẺ実証実験

戦略ỉ実践

社会ἉἋἘἲ
ỉ将来像

ἸὊἋἃὊἋや
想定ἼἋἁ

社会ἉἋἘἲỉ将来像
AIầ
ờẺỤẴ
価値

spiral
up

spiral
up

産業ỉ
競ʗ力強化

新Ẳい
ἇὊἥἋ
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ᾂὸ社会実装推進ỉ方向性ỉ概要

 社会実装推進भ方向性भ概要॑以下पؚ詳細॑次ঌー४以降प示घ؛
社会実装推進ỉ方向性

ί案ὸ
概要

1
ＡＩỂ日本ử強化Ẵ
Ủ

ὉộẼỀẪụやờỉỀẪụồỉＡＩ適用ỆợụẆ社会ỉΪ実や企業価値ỴἕἩử実現ẴỦ
ὉＡＩ実装ỉἋἦὊἛỴἕἩỆợụ早期Ệ利益ử享ӖẴỦểểờỆẆ国ᨥ競ʗ力ử得Ủ

2
社会ἉἋἘἲẦỤ
変えềいẪ

Ὁ将来ỉ社会ἉἋἘἲ像ẦỤ俯瞰的ễ観点ỂＡＩỉ役割ửἙἈỶンẴỦ
ὉＡＩỆợụ将来ỉ社会ίἉἋἘἲὸỉ選択肢ử広ậỦ

3
企業や消費者ỉ
理解ử̟進ẴỦ

Ὁ一般企業や消費者ỉＡＩỆ対ẴỦ適Џễ理解ử̟進ẆểờỆ活用ử考えỦ
ὉἇンἛἮἕἁἋ制ࡇễỄỆợỦ実利用ử通ẳềẆ一層ỉ理解ử̟進ẴỦ

4
人ểAIầ協調ẲẆ
ểờỆ成長ẴỦ

Ὁ人ỉ知見ửＡＩầ学習ẆＡＩỉ振Ủ舞いử人ầ学Ỏί理解Ẇ共感等ὸẆẮủử繰ụ返Ẵ
Ὁ人ểＡＩầ得意Ў᣼ỉ能力ử向ɥẰẶẆ産業競ʗ力ử高ỜỦểểờỆẆ社会ử進化ẰẶỦ

5
ＡＩỉἼἋἁểܤ全性
ử考えỦ

ὉＡＩỉἼἋἁЎ析ỾỶἛẆἼὊἌἜἨἽễ検証基準やܤ全基準ễỄỉ整備ử検討ẴỦ
Ὁʖ期Ặệ挙動やἩἻỶἢἉὊỉ侵害ửἨἿἕἁẴỦˁ組Ớử検討ẴỦ

6
ＡＩ開発ỉỺコἉἋἘ
ἲử活性化ẴỦ

ὉＡＩ企業Ὁ人材ỉ適Џễ処遇ỆợụẆＡＩ開発ỉỺコἉἋἘἲử活性化ẴỦ
Ὁ集約的ễ学習ỉ場ί学習߻場等ὸỆợụＡＩ企業ỉ競ʗ力や中ݱ企業ỉݰ入ử̟進ẴỦ
ὉＡＩ開発Ệ適ẲẺ契約ἴἙἽや学習ἙὊἑӓ集ỾỶἛử整備ẴỦ

7
ἇὊἥἋử生ớἙὊ
ἑ戦略ử考えỦ

ὉἁἿὊἌỉコỴ領域ἙὊἑ×官民ỼὊἩンἙὊἑỆợụỶἠベὊἉἹンử生ớ
Ὁ学習ἙὊἑử集約Ὁ蓄積Ὁ流通ẴỦˁ組Ớử整備ẲẆＡＩ開発者ỉỴỶἙỴể機会ử活ẦẴ

8
ＡＩỂ生ẳỦ法制ࡇỉ
課題ử検討ẴỦ

ὉＡＩỉݰ入ỆợẾề生ẳỦ法制ࡇɥỉ課題ỉ整理Ὁ検討ử行う
ὉẸỉᨥẆ国民ỉ理解や利便性ử考慮ẴỦẇ
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社会実装推進ỉ方向性ᾀὸ

ＡＩỂ日本ử強化ẴỦ
ἯỶンἚ ộẼỀẪụ὾ờỉỀẪụ×ＡＩẆἋἦὊἛỴἕἩỆợụ社会ỉΪ実や産業ỉ成長ử図Ủ

■社会ỆờẺỤẴ価値ỉ発掘ể早期実現
AIỆợỦ医療Ὁ介護支援や自動運転ầ普及ẴủịẆ
特Ệ人口減少や高齢化ầ進ớ地方ỉ恩恵Ị大Ẩいẇ
AIݰ入ỉἋἦὊἛỴἕἩỊ社会ỉΪ実ử早期Ệ実現ẴỦ
ẻẬỂễẪẆӷẳẪ少子高齢化ử迎えỦỴἊỴ諸国ỆAI
ἇὊἥἋử輸出ẴỦẮểầ期待ẰủỦẇ
■次期基幹産業ỉ創生

AI×ờỉỀẪụễỄỆ対応ỂẨỦ企業群ỉ育成ể既܍ỉ
企業群ỉ構ᡯ変換ỆợụẆ産業構ᡯỉ変換ử図Ủẇ

期待効果

■地方૎府ỉ権限移譲
߸૎府単位Ể自動運転Ệ関わỦ規制ỉ緩和ί米国ỴἼ
ἐἜ߸等ὸẆἰἁἿ૎策ử決ỜỦ中央૎府ểẆ実૎策ửἋ
ἦὊἙỵỆ実行ẴỦ地方૎府ỉ関̞ί中国調査ợụὸ
■ộẼỀẪụểờỉỀẪụỉ連携
ἧỵンἻンἛ ỼỸἽỆấẬỦ産学協力体制やἁἻἋἑὊ
૎策ỆợỦẐ情報社会ẑểẐ福祉社会ẑỉӷ時実現ẇ
■次世代人߻知能ὉἿἮἕἚỉ中核ểễỦỶンἘἂἾὊἚ
২術開発事業ίNEDOὸ
人߻知能ỉ適用領域ử広ậỦ২術ểẲềẆ人߻知能২
術ỉݰ入ьᡮ化২術ỉ開発ễỄầ含ộủềいỦẇ

関連施策やӕ組Ớ

ỶἳὊἊ

ẐộẼỀẪụ×ＡＩẑやẐờỉỀẪụ×ＡＩẑễỄẆＡＩể日本ỉ注力Ў᣼ểỉ組Ớ合わẶỆợụ地域社会創生や企業価値ỴἕἩễỄử図ỦẇộẺẆ
ӕ組ỚỉἋἦὊἛỴἕἩỆợụ価値ỉ享Ӗử早ỜỦểểờỆẆ生Ớ出ẰủỦＡＩ২術やἇὊἥἋỉ海外展開ễỄẆ国ᨥ競ʗ率ử高ỜỦẇ

生産性ử高ỜỦ
人的資源ử
増幅ẴỦ

全性ử高ỜỦܤ

ＡＩầ社会ỆờẺỤẴ価値

ộẼỀẪụ ờỉỀẪụ

ἋἦὊἛỴἕἩ！

利益

品質

生産性

場性ࠊ

全ܤ

福祉

移動

教育

企業価値ỴἕἩ！
地域社会ỉ創生
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社会実装推進ỉ方向性ᾁὸ

社会ἉἋἘἲẦỤ変えềいẪ
ἯỶンἚ 未来ỉ社会ἉἋἘἲ像ẦỤ俯瞰的ỆＡＩỉ役割ử考えẆ社会ἉἋἘἲử変えềいẪ

ί出χᾉNACTO "Blueprint For Autonomous Urbanism"ὸ

歩行者Ẇ
自転車

公共交通

物流

ἑἁἉὊẆ
ỽὊἉỹỴ

自家用車

交通管制

ἍンἉンἂ
ἉἋἘἲ

ᾀώ未来ỉ社会ἉἋἘἲ像ί交通Ẇ産業Ẇetc.ὸử想定

ᾁώ構成要素ử抽出Ẇദ規化

ᾂώ社会ἉἋἘἲỉ最大効果ử念頭ỆẆＡＩầ
各構成要素Ệấいề果ẺẴỔẨ役割ửἙἈỶン

災害対策
ἉἋἘἲ

ＡＩỆợỦ社会ἉἋἘἲỉ変革

フ
⏊
␟
ド
バ
ッ
ク

■社会Ӗ容性ỉ向ɥ
ＡＩỉ価値ẻẬỂễẪẆＡＩầ支えỦẮểỂ実現ẴỦ社会
ἉἋἘἲỉ価値ử明示ẴỦẮểỂẆ社会Ӗ容性ử高ỜỦẇ
■法制ࡇ設計ỉ効率化
社会全体ểẲềỉ効率ử高ỜỦ制ࡇ設計や異ễỦЎ᣼
ỉ法制ࡇỉ整合性ử考慮ẲẺ見直Ẳử行いやẴいẇ

期待効果

■歩行者ử含ỜẺ交通ἉἋἘἲỉἙἈỶン
米国NPO法人ỉNACTOỊ自動運転社会ỉἙἈỶンử提
示ẲềấụẆ自動運転ỉ利用Ệ関わỤẵẆẴỔềỉ人ầ
価値ử理解ỂẨỦợうỆ図ẾềいỦẇ
https://nacto.org/publication/bau/blueprint-for-autonomous-urbanism/

■消費者や流通ộỂử含ỜẺ産業ἉἋἘἲỉἙἈỶン
例えịẆἋἰὊἚ߻場ỂあủịẆ消費者や流通Ẇ企画ộ
Ểử含ỜẺ全体ἉἋἘἲ像ẦỤ俯瞰的Ệ考えỦẇ

関連施策やӕ組Ớ

ỶἳὊἊ

AIử社会ỆӖ容ẲềờỤうỆỊẆAIỉ直接ỉ利用者ỂỊễいầ影響ửӖẬỦ人ί自動運転ểẴủ違う歩行者ễỄὸờ巻Ẩ込ỚẆ制ࡇや文化ử
含Ờề検討ẴỦ必要ầあỦẇẸỉẺỜỆỊẆἉἋἘἲ思考ễỄỆợụ俯瞰的ỆAIỉ役割ử考えẆ社会ἉἋἘἲẦỤ変えềいẪ必要ầあỦẇ

歩いề楽Ẳい

移動ẲやẴい

自動ể手動ỉ
ẴỚЎẬ

ộẼỀẪụể
一体ἙἈỶン

学習基Ⴔ
ί学習߻場等ὸ

ếễậỦＡＩ
ἏἼἷὊἉἹン

AIベンἓἵὊễỄ

海外展開
ἋἰὊἚ流通
ἏἼἷὊἉἹン

ἋἰὊἚἙἈỶン
ἏἼἷὊἉἹン

国ϋ産業
ἥἕἂἙὊἑ

ἋἰὊἚ߻場
ἏἼἷὊἉἹン

開発Ὁ提供

ＧＰᾤ基Ⴔ
ỴἠἘὊἑὊ

φ体的ễ
ἸὊἋἃὊἋ

想定ẰủỦ
ἼἋἁ
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社会実装推進ỉ方向性ᾂὸ

企業や消費者ỉ理解ử̟進ẴỦ
ἯỶンἚ 一般企業や個人ỉ適ЏễＡＩ理解ử̟ẲẆＡＩἥἊ἟Ἃや社会実装ử̟進ẴỦ

■社会ỉӖ容ỉ̟進
経営者や消費者ễỄẆ相手Ệ合わẶẺἳἙỵỴỆợụＡＩ
ỉ価値ửЎẦụやẴẪ伝えỦẮểỂ社会Ӗ容性ầ高ộụ
ＡＩỉ実装ầ̟進ẰủỦẇ
入意思決定ỉ̟進ݰ■
一般企業ỉݰ入ỉ̟進ỆợụẆＡＩ企業ờ投資ể回ӓầ
回ỦẺỜẆ産業活性化や競ʗ力強化ầ期待ẰủỦẇ
■AI関連人材ỉɧ足ỉ解消

AI人材ỉἋỿἽỉ育成や認定制ࡇỆợụAI関連人材ỉ
適Џễ評価ử推進ẲẆIT人材ỉAI指向ờ高ỜỦẇ

期待効果

■ἇンἛἮἕἁἋ制ࡇ
新Ẻễ২術やἥἊ἟ἋἴἙἽầ出現ẲẺ場合ỆấいềẆ
一定ỉ手続ẨỉɦẆ対象ểễỦ規制ầ適用Ằủễい環
境ỉɦỂ社会実験的ễ実証ử行えỦ制ࡇẇ
■第4次産業革命ἋỿἽ習得講ࡈ認定制ࡇ

AIやIoTử含ớ専門的Ὁ実践的ễ教育訓練講ࡈử認定Ẇ
一定ỉ要件ử満ẺẴờỉử厚生労働省Ẑ専門実践教育
訓練給付ẑỉ対象ểẴỦẮểử検討中ẇ
■ἙỵὊἩἻὊἝンἂỉ資格試験
一般社団法人ἙỵὊἩἻὊἝンἂ協会ỂỊẆἙỵὊἩ
ἻὊἝンἂỉἋỿἽἍἕἚỉ定義や検討試験ử実施ẇ

関連施策やӕ組Ớ

ỶἳὊἊ

ἸὊἈ企業ỉ理解ɧ足や世論ỉ過ࡇễɧܤỊAIỉ社会実装ử遅ỤẶỦẮểầ懸念ẰủỦẺỜẆＡＩỉ理解ử深ỜỦコンἘン἖ử提供ẲẺụẆ
企業ỉ人材育成ử支援ẲẺụẆἇンἛἮἕἁἋ制ࡇỆợụ条件Ὁ期限付ẨỂＡＩửݰ入ẲẆ消費者Ệ触ủềờỤうẮểỂ理解ử̟進ẴỦẇ

ＡＩễỤ多国語
Ệ対応可能

ỂờẆ実ݰ入Ệ
踏ỚЏủễい

一般企業

ỂờẆＡＩẾề
何ểễẪɧܤ

消費者

自動運転Ếề
便利Ẹう

Step By Stepỉ
入ἉἜἼỼ策定Ẇݰ
条件Ὁ期限付Ẩݰ入

ἇンἛἮἕἁἋ制ࡇコンἘン἖

ＡＩ 白書

2018

ＡＩ

成功
事例集

失敗

利用目的КỉＡＩ解説
や成ыὉ失敗事例集

ベἘἻンỉ知見
ờ学習可能

居眠ụẲễいẦỤ
全ẸうẻẲܤ

ＡＩử知ẾềờỤう
触ủềờỤう適Џễ理解Ệ基ỀẪЙ断Ẇ

ࡇ入ử容易ỆẴỦ制ݰ

実体験
Ệ基ỀẪ評価

意思決定 社会ỉӖ容

AI人材育成支援
ίỶンἍンἘỵἨὸẆ
AIἋỿἽ認定ễỄ

社ϋAI人材育成

ＡＩ
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社会実装推進ỉ方向性ᾃὸ

人ểＡＩầ協調ẲẆểờỆ成長ẴỦ
ἯỶンἚ 人ỉ知見ửＡＩầ学習ẲẆＡＩỉỐỦộいẦỤ人ầ学ốẮểỂẆểờỆ成長ẴỦ

■ợụஊ効ễ活躍ỉ場ỉ提供
将来Ệ向ẬẺAIể人ỉ関̞や役割ử明確化ẴỦẮểỆ
ợụẆẐ職ầễẪễỦẑểいうɧܤẦỤẐợụஊ効ễ活躍ỉ
場ử得ỤủỦẑểいう期待Ệ転換ẴỦẇ
■新Ẻễ能力開発ỉ機会ử提供ẴỦ

AIỉỐỦộいẦỤ人ầ学ốẮểỂẆ若手ỉἋỿἽ育成や
ベἘἻンỉẰỤễỦ成長ử̟Ẵẇ

期待効果

■AIẦỤ人ầ学習ẴỦ事例
߷崎᣻߻業ỉ産業用ἿἮἕἚ遠隔操作装置ἇἁἍἇὊ
Ị人ỉ操作ử学習Ẳề遠隔操作ử支援ẴỦẻẬỂễẪẆ
初級者ầ遠隔操作ẴỦᨥẆ熟練者ỉ操作ử体感Ể学習
ẴỦẮểầ可能ẇ

■協働型ἿἮἘỵἁἋ
入ẰủẺἿἮἕἚể作業者ầ協働ẴỦẮểỂẆݰ場Ệ߻
人Ị単純作業や体力ỉ必要ễ作業ẦỤ解્ẰủẆợụ
複雑ễˁ事ử担うợうỆễẾẺ事例ầ紹介ẰủềいỦẇ
https://wired.jp/2018/02/14/the-tale-of-the-painting-robot/

関連施策やӕ組Ớ

ỶἳὊἊ

人ỉ知見ửAIầ学習ẴỦẻẬỂễẪẆ学習ỉ集積Ệ基ỀいẺＡＩỉỐỦộいί問題解決方法や動作ὸử理解Ὁ共感ẲẆ学ốẮểỂẆ人ểＡＩầ
ểờỆ成長ẴỦẇẮủỆợụẆẸủẹủầ得意ễ領域ỆấẬỦ効率化や高ࡇ化ầ進ỚẆ社会全体ầ進化ẴỦể期待ẰủỦẇ

学習ỉ蓄積

ＡＩ熟練者 人ỉἋỿἽ
ỉ学習

初級者

ἋỿἽỉ
ἚἻンἋἧỳὊ

得意Ў᣼
Ể活躍

Ⴓ視ẆЎ析Ẇʖ測ὉὉὉ

ＡＩ熟練者 ＡＩỉỐỦộい
ẦỤ学ố

夫Ẇ意思決定Ẇ説得ὉὉὉ߻

得意Ў᣼Ể活躍

ＡＩỉ能力ᾤＰ

人ỉ能力ᾤＰ
人ỉ能力ᾤＰ

社会全体ầ進化
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社会実装推進ỉ方向性ᾄὸ

ＡＩỉἼἋἁểܤ全性ử考えỦ
ἯỶンἚ 社会ử支えỦＡＩἉἋἘἲỉἼἋἁử評価ẆＡＩờ活用Ẳề対策ẲẆܤ全性ử高ỜỦ

あ

■ＡＩỉܤ全性ỉ向ɥ
ＡＩἉἋἘἲỆ適ẲẺἼἋἁЎ析及Ỏ対策ỆợụẆܤ全性
ỉ向ɥầ期待ẰủỦẇ
■一定ỉܤ全性ử保証ẴỦ検証ỉˁ組Ớ
例えịẆ非公開ỉ標準検証ἙὊἑỆ基ỀẪ第ɤ者評価
Ệợụ一定ỉܤ全性ử保証ẴỦˁ組Ớỉ整備ầ期待ẇ
■個人情報や企業機密ỉ保護
学習ἩἿἍἋỉỼὊἙỵἕἚỆợụẆ匿Ӹ化前ỉἙὊἑỉ
盗Ớ見や学習済ἴἙἽỉ持Ẽ出ẲễỄử防ẫẇ

期待効果

■ＡＩỉ標準化
ISO/IEC JTC 1ỂỊＡＩỉ標準化活動ử行うЎ科委員会
SC 42ỉ設置ầ決議ẰủềấụẆộẵＡＩỉ概念や用語Ẇ
ἧἾὊἲワὊἁẦỤ標準化検討ầ始ỜỤủỦʖ定ẇ
■自動運転ỉܤ全性検証
米国運輸省Ị20169࠰உỆ自動運転ỾỶἛἻỶンử公表
ẲẆ15項目ỉܤ全評価ỉ報告義務化ễỄử提案ẇ૎権
交代ࢸẆ項目ầ12ểễụẆ義務化ờễẪễẾềいỦẇ
■STAMP/STPA
ἉἋἘἲể人間ểỉ複雑ễ相互作用ử含ỜẺܤ全性ử
解析ẴỦ手法ẇ JASPAR(車載ἉἋἘἲ関連ỉ標準化
団体)Ị自動運転車ỉܤ全性向ɥỆ向Ậ本手法ử採用ẇ

関連施策やӕ組Ớ

ỶἳὊἊ

ＡＩἉἋἘἲỉἼἋἁЎ析ỾỶἛẆ検証基準Ẇܤ全基準ễỄử整備ẴỦẮểỂＡＩử活用ẲẺἉἋἘἲỉἼἋἁử評価Ὁ対策ẲẆܤ全性ử高ỜỦẇ
ộẺẆ外部ỉＡＩỆợụ学習ἩἿἍἋỉỼὊἙỵἕἚử行ẾẺụẆʖ期Ặệ挙動やἩἻỶἢἉὊ侵害ử防ẫợうễˁ組Ớờ検討ẴỦẇ

ỄỉợうỆ
ἼἋἁử洗い出ẴẦ

ỄỉợうỆ
ἼἋἁ対策ửẴỦẦ

ＡＩầ価値ửờẺỤẴ社会

支えỦＡＩἉἋἘἲ
何ửờẾề
全ểỚễẴẦܤ

ẸủửỄỉợうỆ
証明ẴỦẦ

学習Ὁ再学習ỉἩἿἍἋ
ử外部ＡＩầႳ査

ỴἕἩἙὊἚ

ʖ期Ặệ挙動や
ἩἻỶἢἉὊ侵害ử
防ẫˁ組Ớờ検討
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社会実装推進ỉ方向性ᾅὸ

ＡＩ開発ỉỺコἉἋἘἲử活性化ẴỦ
ἯỶンἚ 基Ⴔ整備やAI企業Ὁ人材ỉ適Џễ処遇ỆợụＡＩ開発ỉỺコἉἋἘἲử活性化ẴỦ

■学習ỉ効率化
ỴἠἘὊἑὊ等ỉ人材やGPU環境ầ集約ẲẺ学習߻場
Ệợụ学習ỉコἋἚや時間ửן縮ẲẆAIỉ国ᨥ競ʗ力ử
高ỜỦểểờỆẆ中ݱ企業ỉAIݰ入コἋἚờɦậỦẇ
■AI企業ỉ競ʗ力強化ẆAI人材ỉ海外流出ỉ防ഥ

AI企業や人材ầ適ЏỆ処遇ẰủỦẮểỆợụAIἥἊ἟Ἃ
ầ成長ẴỦểểờỆẆ人材ỉ海外流出ử防ഥỂẨỦẇ
■AI契約ἴἙἽや学習ἙὊἑӓ集ỾỶἛỉ整備

AI開発企業ầ学習済ἴἙἽử次ỉἥἊ἟ἋỆ活用Ẳや
Ẵい契約書ọễ形やẆ一般企業ầ将来Ệ向ẬềἙὊἑ
ửӓ集ẴỦᨥỉỾỶἛầ整備ẰủỦẮểỂAIầьᡮẴỦẇ

期待効果

■人߻知能処理向Ậ大規模Ὁ省電力ἁἻỸἛ基ႴίABCIὸ
産業総合研究所ỂỊẆAI学習Ệ適ẲẺ基ႴABCI(AI 
Bridging Cloud Infrastructureὸử整備中ỂあụẆ学習߻
場ễỄỉ活用ầ期待ẰủỦẇ
■ＡＩὉἙὊἑ契約ỾỶἛἻỶン検討会ί経済産業省ὸ
ἙὊἑểＡＩỉ両面ỆợỦ法的論点等ỉ検討会ử設置Ẇ
AIὉἙὊἑ契約ỾỶἛἻỶン改訂版(案)ử策定ʖ定ẇ
■AI版千人人材計画ί中国ὸ
海外ỉ優秀ễ人材ử含ỜẺ᣻点的ễ採用計画ẇ

関連施策やӕ組Ớ

ỶἳὊἊ

GPU環境やỴἠἘὊἑὊ等ỉἋἑἕἧử集約ẲẺ基Ⴔί学習߻場等ὸử整備ẲẆＡＩ企業Ệ手軽Ệ使わẶỦẮểỂ国ᨥ競ʗ力ỉ向ɥや中ݱ企業
ỉݰ入ử̟進ẴỦẇộẺẆＡＩ企業や人材ỉ適Џễ処遇や次ỉAI開発Ệ適ẲẺ契約ἴἙἽỉ整備ỆợụẆAI開発ỉỺコἉἋἘἲử活性化ẴỦẇ

学習基Ⴔ
ί学習߻場等ὸ

ếễậỦＡＩ
ἏἼἷὊἉἹン

AIベンἓἵὊễỄ

海外展開
ἋἰὊἚ流通
ἏἼἷὊἉἹン

ἋἰὊἚἙἈỶン
ἏἼἷὊἉἹン

国ϋ産業
ἥἕἂἙὊἑ

ἋἰὊἚ߻場
ἏἼἷὊἉἹン

開発Ὁ提供

AI企業や人材ỉ処遇
ίAIベンἓἵὊや人材ỉ
能力Ệ見合ẾẺ処遇ễỄὸ

ＧＰᾤ基Ⴔ

ＡＩ契約ἴἙἽ
ί次ỉἩἿἊỹἁἚồỉ
学習済ἴἙἽỉ流用等ὸ

ỴἠἘὊἑὊ

学習基Ⴔ
ί産総研ἁἻỸἛ基ႴễỄὸ



35© ᵐᵎᵏ8  IPA Software Reliability Enhancement Center

集ỜỦὉ集ộỦˁ組Ớ

社会実装推進ỉ方向性ᾆὸ

ἇὊἥἋử生ớἙὊἑ戦略ử考えỦ
ἯỶンἚ ἁἿὊἌỉコỴ領域ἙὊἑ×官民ỼὊἩンἙὊἑỆợụỶἠベὊἉἹンử生ớ

■企業ỉἙὊἑỆ対ẴỦ意識改革
企業ỉ学習ἙὊἑ戦略ử̟進ẲẆ企業力ử高ỜỦẇ
■২術者ỉ能力育成やỴỶἙỴ活用
若手やベンἓἵὊỉ২術者ờ自由ỆἙὊἑử使えỦẮể
ỂẆ人材育成やἥἊ἟Ἃ創出ầ期待ẰủỦẇ
■ờỉỀẪụЎ᣼ỉ国ᨥ競ʗ力強化
日本ầ得意ểẴỦờỉỀẪụЎ᣼ỉἙὊἑӓ集ử強化Ẵ
ỦẮểỂẆ国ᨥ競ʗ力ử高ỜỦ戦略ờあụうỦẇ

期待効果

■官民ἙὊἑ活用推進基本法
官民ἙὊἑ活用ỉ推進Ệ関ẴỦ施策ử総合的Ầế効果的
Ệ推進ẴỦ法ࢷί201612࠰உ施行ὸẇ
■人߻知能২術コンἏὊἉỴἲί産業総合研究所ὸ

AI関連企業Ὁ団体ỉ情報交換や連携ử通ẳẆἙὊἑ生成→
AI高性能化→高ࡇễἇὊἥἋ→ࠊ場ἝὊἌ対応ỉἋἣỶ
ἻἽử回ẴẮểỂAIử推進ử図Ủẇ約150社ầ参ьẇ
■次世代医療基Ⴔ法ί医療ἥἕἂἙὊἑ法ὸ
本人ỉ১諾ầễẬủị利用ỂẨễẦẾẺ要配慮個人情報
ỂあỦ医療情報ử匿Ӹь߻情報ểẲề活用可能ểẴỦ法ࢷ
ί20175࠰உ公ࠋὸẇＡＩỂỉ活用ờ期待ẇ
■産業ἙὊἑ共ஊ̟進事業(経済産業省࠯成29ࡇ࠰補ദ)

Connected Industries᣻点ӕ組Ў᣼ỆấẬỦ複数企業者間
ỂỉἙὊἑӓ集Ὁ活用ử目的ểẲẺ補助᣿制ࡇử創設ẇ

関連施策やӕ組Ớ

ỶἳὊἊ

企業Ệ対ẲềẆẐコỴ領域ỉ定義ẑẆẐܣỦỔẨἙὊἑỉ保護ẑ及ỎẐ出ẶỦἙὊἑỉ提供ẑử̟ẲẆ学習ἙὊἑử集ỜỦểểờỆẆἙὊἑἇỶỺン
ἘỵἋἚやＡＩ২術者Ệ自由Ệ使わẶỦẮểỂẆ学習ἙὊἑểẲềỉ価値ỉ発見やẆỴỶἙỴや機会ử活ẦẲẺAIἇὊἥἋỉ創出ử図Ủẇ

全Ệ管理ẴỦˁ組Ớܤ

戦略的Ệ活用ẴỦˁ組Ớ

新Ẳい
ἇὊἥἋ

ἙὊἑἇỶỺンἘỵἋἚや
AI২術者ỆợỦ自由ễ利用

成果ỉἧỵὊἛἢἕἁ
ίἇὊἥἋỉ普及ὸ

コỴ
領域

ỼὊἩン
領域

Ẑ出ẶỦἙὊἑỊ出Ẵẑ
文化ỀẪụ

産業

医療Ὁ健康

ἇὊἥἋ ἴἥἼἘỵ

コỴ領域ỉ定義
ίܣỦỔẨἙὊἑỉ定義ể保護ὸ

ἋἣỶἻἽử回Ẵ
ỶンἍンἘỵἨ
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社会実装推進ỉ方向性ᾇὸ

ＡＩݰ入Ể生ẳỦ法制ࡇỉ課題ử検討ẴỦ
ἯỶンἚ ＡＩỉݰ入Ệ合わẶềẆ国民ỉ理解や利便性ử考慮ẲếếẆ法制ࡇử検討ẴỦ

■ＡＩể法制ࡇ
ＡＩỉݰ入Ệợụ現状ỉ法制ࡇểỉ間Ệ発生ẴỦ齟齬ỉ
解消ầ期待ẰủỦẇ
■ＡＩỉ事故ỉἋἲὊἌễ対応
ＡＩἉἋἘἲỉ事故発生時ỉἳὊỽể運用者ỉ責任Ў界
ỉ明確化や被害者ồỉἋἲὊἌễ対応ầ期待ẰủỦẇ
■ＡＩỆ関連ẴỦ知的財産権
ＡＩỉ創作物ỉ権利Ẇ学習ἙὊἑὉ学習済ἴἙἽỉ権利Ẇ
著作物ỂあỦ学習ἙὊἑử用いẺ学習済ἴἙἽỉ権利
ễỄầ整理ẰủỦẮểỂἥἊ἟ἋầἋἲὊἌỆ進ớẇ

期待効果

■自動運転ỉ段階的実現Ệ向ẬẺ調査研究(警察庁)
道路交通法ễỄẆ自動運転車Ệ対応ẴỦ法制ࡇỉ見直
ẲỆếいề検討ẇ
■自動運転ỆấẬỦ損害賠償責任Ệ関ẴỦ研究会ί国土
交通省ὸ
自動運転車ầ損害ửɨえẺ場合ỉ責任やἋἲὊἌễ補
償Ệ向ẬẺ検討ẇ
■知的財産推進計画2017
ẐἙὊἑὉ人߻知能ίAIὸỉ利活用̟進ỆợỦ産業競ʗ力
強化Ệ向ẬẺ知財制ࡇỉ構築ầẑ含ộủềいỦẇ

関連施策やӕ組Ớ

ỶἳὊἊ

人ử前提ểẲẺ法ࢷểＡＩݰ入ࢸỉ実態ểỉ齟齬ỉ解消ẆＡＩỆợỦ事故ỉᨥỉ責任Ў界ỉ考え方や迅ᡮễ被害者ỉ救済ễỄẆＡＩỉݰ入Ệ
合わẶề法や制ࡇử検討ẴỦẇẸỉᨥẆ法制ࡇỉ変更Ệ対ẴỦ国民ỉ理解や利便性ử考慮ẴỦẇ

法制ࡇ課題
ỉ整理ể検討

国民ỉ理解ể
利便性ỉ考慮

ＡＩݰ入Ệ̞Ủ
新Ẳい法制ࡇỉ検討

従来ỉ法ࢷ
従来ỉ
責任構ᡯ

従来ỉ
知的財産権

従来ỉ
社会制ࡇ

人ử代替ẴỦ
ＡＩỉ法的扱い

ＡＩݰ入ࢸỉ
責任構ᡯ

ＡＩỆ関連ẴỦ
知的財産権

ＡＩݰ入Ể変化
ẴỦ社会制ࡇ

AIỉݰ入
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ᾃὸ長期的ễ課題Ệếいề

 前述भ方向性पेॉ一定भ課題解消॑期待घॊऋؚそभ他पु長期的पम
以下भेうऩ課題ु発生घॊ可能性ऋあॊ؛ऒोैपणいथमؚ社会全体
द考えथいく必要ऋあॊ؛

長期的ễ課題ỉ例 φ体例

社会制ࡇ ὉＡＩỉ普及ỆợẾề特定ỉ職種ẦỤỉ就業構ᡯ転換ẆẸẮỂ生ẳỦ人材ỉἱἋἰἕἓẆ未就業者ồ
ỉ対応ίベὊἉἕἁỶンỽἲ等ὸễỄỉ検討ầ必要ểễỦẇ

社会Ӗ容性 ὉＡＩἉἋἘἲỆợỦ人事評価ễỄẆ人ầＡＩỆ評価ẰủỦợうễẮểỆ対ẴỦ拒否Ӓ応ầ膨ủɥầụẆ
社会的ễӒ発ểễỦ可能性ầあỦẇ
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ᾄὸẐ方向性ẑỉ特定領域ồỉ適用例

 社会実装推進भ方向性पणいथम一般化खञ形द取ॉऽधीञ؛実際प適
用घॊ場合पम対象領域毎प範囲や対象॑決ीॊ必要ऋあॊ؛
 例えयؚ自৿運転भ場合ؚ自৿運転भওーढ़भ他ؚ自৿運転॑導入घॊ組織
運転者ؚ歩行ؚك地域ং५॑運用घॊ自治体やタॡ३ー会社ؚ物流会社ऩनق
者ऩन様々ऩ関係者ऋ存在घॊञीؚ導入भ価値भ提示や理解促進भ対象॑社
会全体प設定घॊ؛

 ऒोप対खथ५ঐーॺ工場भ場合मؚ目的ऋَ工場भ५ঐーॺ化ُऊَणऩऋ
ॊ工場ُऊपेढथ導入भ価値ऋ大ऌく異ऩॉؚ導入भ価値भ提示や理解促進
भ対象範囲ु工場関係者ؚ生産१উছॖチख़ーンؚঐーॣॸॕンॢや流通ऽद
目的ओधप設定घॊ必要ऋあॊ؛
ऩउؚAIभ前提धखथIoTभ導入ऋ必要दあॉؚ特प中小企業षभ導入॑促
進घॊऒधद業務効率化ध併चथؚ१উছॖチख़ーンभAI化॑図ॊऒधऋ必要
दあॊऒधऋ確認औोञ؛

 次ঌー४以降प自৿運転39قঌー४ك及び५ঐーॺ工場40قঌー४كभ適
用例॑示घ؛
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国ỉ検討資料ỂỊ多様ễ価値ầ挙ậỤủềいỦầẆ
ὉẐܤ全性向ɥί事故削減等ὸẑỉἩἻỶỼἼἘỵ
ὉẐ人手ɧ足対応ẑ Ẑ地域交通ẑẐ物流ẑὉὉὉ
ễỄẆ日本ỉ᣻点目的ử定ỜẆἋἦὊἛỴἕἩử図Ủẇ

 安全性や法制度ऩन検討ऋ進॒दいॊ部分ुあॊऋؚ特प2), 4), 7)ऩन検
討ऋ必要ऩुभु多い؛

ᾄὸ-1 自動運転ồỉ適用例

ᾀὸＡＩỂ日本ử強化ẴỦ

Ὁ自動運転ửݰ入ẲẺい自治体やἑἁἉὊẆ物流会社等
ỆỊ関連ẴỦ法制ࡇや責任Ў界Ệếいề情報提供ẴỦ
ὉἸὊἈ企業や消費者ỆỊẆἇンἛἮἕἁἋ制ࡇỆợỦ
実証実験Ể理解ử深ỜềờỤう

ᾂὸ企業や消費者ỉ理解ử̟進ẴỦ

Ὁ各省庁ỉ設置ẲẺ委員会等Ể検討ầ進ỮỂいỦ ẇ
ὉἤỴἼンἂỂờ聞ẦủẺ通ụẆ実証ἾベἽỆ至ẾềいỦ
企業ầ早急Ệ事業化ỂẨỦợうἋἦὊἛỴἕἩẴỦẇ

ᾇὸＡＩݰ入Ể生ẳỦ法制ࡇỉ課題ử検討ẴỦ

Ὁ各省庁ỉ委員会や外郭団体Ể検討ầ進ỮỂいỦ ẇ

ᾄὸＡＩỉἼἋἁểܤ全性ử考えỦ

Ὁ自動運転Ệ関ẲềỊ国ỉ事業ờ多数走ẾềấụẆ早期ỉ
成果ể社会実装ầ期待ẰủỦẇ
Ὁ実装事業ỆấいềỊ基Ⴔ環境ờ必要ỂあụẆ学習߻場
ỉ活用ờ期待ẰủỦẇ

自
動
運
転
が
も
た
⎼
す
価
値

自動運転
社会ἉἋἘἲ
ỉ将来像

ܤ
全
性
の
説
明

社会ỉ
理解ể
進化

産
業
の
競
ʗ
力
強
化
、

新
し
い
サ
␟
ビ
ス

人手ɧ足ồỉ対応ܤ全性向ɥ Ẹỉ˂ỉ付ь価値

地域ἢἋ

無人配送

運転者ỉ快適性Ẇ
渋滞解消ίCO削減ὸễỄ

Ὁ主要ễ交差点Ểỉ歩行者ỉ挙動等Ẇ学習ἙὊἑửӕ得
ẴỦˁ組Ớầ必要ỂあỦẇ
Ὁ併ẶềẆ海外ỉ交通ἙὊἑử
入手ẴỦˁ組Ớử整えỦ必要
ầあỦể考えỤủỦẇ

Ὁ自動運転社会ỆấいềỊẆ自動運転車ể手動運転者Ὁ
歩行者等ểỉ協調ầ必要ỂあỦẇ
自動運転Ệ対ẴỦ過信ίẐ飛Ỏ出Ẳềờ
必ẵഥộỦẑễỄὸỊ禁物ỂあụẆ
歩行者ử含ỜẺἽὊἽ作ụầ必要ểễỦẇ

ộẼỀẪụや歩行者ờ含Ữẻ
自動運転社会ἉἋἘἲ像ử
策定ẲẆ俯瞰的ỆＡＩỉ役割
ử明ỤẦỆẴỦẇ

ί出χᾉNACTO "Blueprint For Autonomous Urbanismὸ

ᾉӕ組Ớầ進ỮỂいỦể思わủỦ部Ў

ᾁὸ社会ἉἋἘἲẦỤ変えềいẪ

ᾆὸἇὊἥἋử生ớἙὊἑ戦略ử考えỦ

ᾃὸ人ểＡＩầ協調ẲẆểờỆ成長ẴỦ

ᾅὸＡＩ開発ỉỺコἉἋἘἲử活性化ẴỦ

協調

全ܤ

想定ἼἋἁ
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 ५ঐーॺ工場भ場合ؚ工場भ५ঐーॺ化ऊؚ१উছॖチख़ーンऽद含िण
ऩऋॊ工場ऊपेॉ対象範囲ऋ大幅प変わॊञीؚऒऒदम方向性भ適用
भ考え方॑示घ؛

ᾄὸ-2 ἋἰὊἚ߻場ồỉ適用例

ὉẐＡＩ×ờỉỀẪụẑỉ観点ỂẆ日本ễỤỂỊỉＡＩݰ入価値
ỉ発見Ẇ企業価値ỴἕἩễỄử推進ẴỦẇ
ὉộẺ中ݱ企業ỉＩｏᾣݰ入推進ỆợụẆ将来ỉＡＩݰ入Ẇ
ＡＩἇἩἻỶἓỹὊンỆợỦ産業価値ỴἕἩử図Ủẇ

ᾀὸＡＩỂ日本ử強化ẴỦ

Ὁ理解ử̟進ẴỔẨ対象ỊẆἋἰὊἚ߻場ửݰ入ẴỦ企業
自身ί経営者や現場ử含ớὸやἇἩἻỶἓỹὊンử構成
ẴỦ親会社や中ݱ企業ễỄẇ
ὉＡＩݰ入ỆợỦ利益や競ʗ力向ɥễỄỉẐ価値ẑử共ஊẆ
協働ẲềἋἰὊἚ߻場化ử推進ẴỦẇ

ᾂὸ企業や消費者ỉ理解ử̟進ẴỦ

ὉＩｏᾣݰ入ỆợỦἙὊἑӓ集やＡＩểＩｏᾣỉ連携ỆợụẆ
ἋἰὊἚ߻場向ẬἇὊἥἋử開発ẴỦẇ

ᾆὸἇὊἥἋử生ớἙὊἑ戦略ử考えỦ
Ὁ本調査ỂỊẆἋἰὊἚ߻場Ệ特化ẲẺ課題Ị見当ẺỤễ
ẦẾẺầẆ異常時ỉ責任Ў界ễỄẆ共通課題ỉ検討Ị
必要ể考えỤủỦẇ

ᾇὸＡＩݰ入Ể生ẳỦ法制ࡇỉ課題ử検討ẴỦ

Ὁ国や公的機関ầＡＩỉܤ全性ỉ検討成果やỾỶἛễỄử
整備ẲẆἋἰὊἚ߻場ử検討ẴỦ企業Ệ提供ẴỦẇ

ᾄὸＡＩỉἼἋἁểܤ全性ử考えỦ

例えịẆ一定ỉ精ࡇộỂỊAIầ担当ẲẆˁɥậỊ人間ầ
行うẮểỂἚὊἑἽコἋἚử削減ỂẨỦểいう意見ầあỦẇ
Ὁ精ࡇầ高ẪễいAIỂờ効率化Ệ資ẴỦίἤỴἼンἂợụὸ
ὉAIỉ精ࡇử極限ộỂɥậềờAIầ制御ẴỦ機器ầ追従
困難ỂあỦẺỜẆ人ỉ介נầ必要ίӷɥὸ

ᾃὸ人ểＡＩầ協調ẲẆểờỆ成長ẴỦ

Ὁ߻場ϋỉẐＡＩầЎẦỦ人材ẑỉ育成ỆợụẆἋἰὊἚ߻場
入ửἋἲὊἌỆ進ỜỦẇݰ
ὉＡＩベンἓἵὊểỉ適Џễ協業ỆợụＡＩử強化ẴỦẇ

ᾅὸＡＩ開発ỉỺコἉἋἘἲử活性化ẴỦ

Ａ
Ｉ×

も
の
づ
く
⎽
が
も
た
⎼
す
価
値

ἇἩἻỶ
ἓỹὊン
ỉ全体像

২
術
者
の
理
解

と
能
力
⏉
ッ
プ

Ὁ߻場ẻẬỂễẪẆἸὊἈ企業や流通ễỄử含ỜẺἇἩ
ἻỶἓỹὊンỉ全体像
ẦỤ俯瞰的ỆＡＩỉ
適用方法や役割ử
検討ẴỦẇ

ᾁὸ社会ἉἋἘἲẦỤ変えềいẪ

ếễậỦＡＩ
ἏἼἷὊἉἹン

海外展開
ἋἰὊἚ流通
ἏἼἷὊἉἹン

ἋἰὊἚἙἈỶン
ἏἼἷὊἉἹン

ἋἰὊἚ߻場
ἏἼἷὊἉἹン

ܤ
全
性
の
説
明

想定ἼἋἁ
産
業
の
競
ʗ
力
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化
、
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ᾄὸ-2 ἋἰὊἚ߻場ồỉＡＩ実装ỉ前提

 ঄॔জンॢ対象भ企業や有識者ऊैؚAI導入भ前पIoT化ऋ重要धいう意
見ऋ聞ऊोञ؛中小企業ऽद巻ऌ込ऽऩいध१উছॖチख़ーンभAI化म難
खいञीؚ中小企業भIoT化促進ऋ५ঐーॺ工場भ第一歩ध考えैोॊ؛

故ᨦʖ知深層学習 画像認識業務最適化

生産計画策定

Ｉｏᾣݰ入

設備἟ἕἚワὊἁ化ἙὊἑӕ得

業務ỉ見えỦ化 ἥἕἂἙὊἑ解析 遠隔Ⴓ視

ἲἒỉ
削減等

ἠỸἡỸ
ỉ発見等

ἳὊỽồỉ
保ܣ委託等

ἼỴἽἑỶἲ制御

柔軟ễ
ἻỶン変更等

生産管理 ἇἩἻỶἓỹὊン

生産ἙὊἑ
自動ӕ得等

Ӗ発注ỉ
効率化等

企業間ＡＩ連携

Ｉｏᾣầݰ入Ằủề
いủịẆＡＩݰ入
ờ比較的容易
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ẰいắỆ

 2017年度मؚＡＩभ利用৿向・制度政策৿向भ調査भ他ؚ特定領域धखथ
自৿運転及び५ঐーॺ工場पु焦点॑当थؚ実装課題भ検討॑行ढञ؛最
終的पमؚ一般化खञ形द方向性॑धॉऽधीॊधधुपؚ特定領域प当
थमीथ検討॑行ढञ؛

 今後मؚ他भ特定領域॑対象पＡＩभ実装化課題॑検討घॊऒधؚउेび
ेॉ具体的ऩ社会実装推進भ提案॑策定घॊऒधऋ考えैोॊ؛
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：共通 ：自動運転

課題：࣮ࣘࡀࢨAIࡢḞ陥ࡢ証明ࡀ難ࡋい
課題例：製造物࡟組ࡳ込ࡓࢀࡲAIࡢḞ陥࡟ࢨ࣮ࣘࡾࡼ࡟
損害ࡀ生ࡣ࡟ࢨ࣮ࣘࠊࡶ࡚ࡌAIࡢḞ陥ࡢ証明ࡀ難ࡋい
ࠋいࡋ難ࡶ損害賠償請求ࡿࡼ࡟本法ࠊࡵࡓ
論Ⅼ：࣮ࣘࡿࡼ࡟ࢨAIࡢḞ陥ࡢ証明㸦AIࡢ説明性㸧

PL法㸦製造物責任法㸧

課題：࣓࣮カࡀ自社࡟過失࡞ࡀいࡢ࡜ࡇ証明ࡀ難ࡋい
課題例：AI࡟ࢨ࣮ࣘࡾࡼ࡟損害ࡀ生࣮࣓ࠊࡌカࡀ十分࡟
Ᏻ全性検証を行わ࡟ࡎ出荷࡜ࡓࡋ過失責任を問わࡓࢀ
場合ࠊ製品検証ࡢ十分性ࡢ説明ࡀ困難ࠋ

論Ⅼ：AI࣒ࢸࢫࢩ検証ࡢ十分性

民法㸦୙法行Ⅽ㸧
課題：AI࡟適用さ࡞ࢀい࡛࡜ࡇ被害者や世論ࡀ཯発ࡿࡍ
課題例：自動運転車ࡢAIࡀ異常動作ࠊࡋ歩行者࡟被害を
୚え࡚ࠊࡶAI࡟刑事罰ࡣ適用さ࡞ࢀいࠊࡵࡓ被害者や
世論ࡀ自動運転࡟཯発ࠋࡿࡍ
論Ⅼ：世論や被害者ࡢAIや構造変化ཷࡢ容性

自動車運転死傷行Ⅽ処罰法

課題：製造物ࣜࡢコ࣮ࣝや遠隔停Ṇุࡢ断ࡀ困難
課題例：ࣁࣜࣖࣄッࡀࢺ相ḟࠊࡀࡄAIࡢḞ陥を特定࡛ࡎࡁ
ࣜコ࣮ࣝࠊࡾࡓࡗ࠿࡞ࡋ遠隔監視ࡿࡍ者ࡀAIࡢ異常を
ࠋࡿࢀ問わ࡟事故を招い࡚本法ࠊࡎࡁูุ࡛

論Ⅼ：࣓࣮カࡿࡼ࡟AIࡢḞ陥や異常ูุࡢ

刑法㸦業務ୖ過失致死傷㸧

課題：学習࣮ࢹタや学習済ࣔࣝࢹを保護ࡿࡍ法制度ࡀ୙十分
課題例：୙ṇ競争防Ṇ法࡛保護࡛ࡀࢫ࣮ࢣࡿࡁ限定的ࠋ
ࠋ࡟膨大ࡀ手間ࡢ権利処理ࠊ࡜ࡿࢀ保護さࡀタ࣮ࢹࡋࡔࡓ
論Ⅼ：࣮ࢹタࡢ知的㈈産権保護࡜流通ࣞࢪࡢン࣐
参考：知的㈈産推進計画2017, 第四ḟ産業革命を視㔝࡟
入ࡓࢀ୙ṇ競争防Ṇ法࡟関ࡿࡍ検討࡝࡞

知的㈈産権㸦学習࣮ࢹタࠊ学習済ࣝࢹࣔࡳ㸧

課題：AI生成物ࡢ権利࡟関ࡿࡍ問題ࡀ未決着
課題例：AI生成物࡟対ࡿࡍ人間ࡢ創作活動ࡢ程度や詐称ࠊ
AI学習࣮ࢹタ࡜AI生成物ࡢ࡜類似性(音楽CDࡢ学習ࡿࡼ࡟
原著作者ࡢ権利侵害等㸧ࠋ࡝࡞
論Ⅼ：AI生成物࡟対ࡿࡍ人ࡢ創作活動ࡢ証明ࠊ学習࣮ࢹタ

࡝࡞証明ࡢ因果関係ࡢ࡜AI生成物࡜
参考：知的㈈産推進計画2017࡝࡞

著作権法㸦AI生成物㸧

課題：完全自動運転ࡢ責任㈇担ࡘ࡟い࡚見直ࡀࡋ必要
課題例：運転者ࡢ௦わ࡟ࡾ所᭷者ࡀ責任を㈇うࠊ࠿運転
者㸦AI㸧ࡢ௦わ࣮࣓࡟ࡾカࡀ責任を㈇うࣁࠊ࠿ッ࢟ン
࡝࡞࠿㈇うࡀ賠償責任を誰ࡢ事故ࡿࡼ࡟ࢢ
論Ⅼ：AI࡟合わࡓࡏ法制度ࡢ見直ࡋ
参考：自動運転ࡿࡅ࠾࡟損害賠償責任࡟関ࡿࡍ研究会
㸦国土交通省㸧

自動車損害賠償保障法

課題：自動運転ࡀ道路交通法࡟合わ࡞い
課題例：完全自動運転70ࡣ条࡟違཯ࠊ遠隔ࡽ࠿自動運転を
監視ࡿࡍ者ࡶ࡟運転免許࡟準ࡿࡎ知識ࡀ必要ࠊ自動運転
車ࡢAI࡟交通違཯ࡢ責任を問え࡞いࠋ࡝࡞
論Ⅼ：AI࡟合わࡓࡏ法制度ࡢ見直ࡋ
参考：自動運転ࡢ段階的実現࡟向ࡓࡅ調査研究(警察庁)

道路交通法

概要：最先端ࡢ実証実験等を迅㏿࡟行うࠊࡵࡓᏳ全性࡟
十分配慮ࠊࡘࡘࡋ事前規制࣭手続を抜本的࡟見直ࠋࡍ
参考：国家戦略特༊ࡿࡅ࠾࡟日本版࣭࣮ࣞࣜࢺࣛࣗࢠ
࡝࡞⼊導ࡢ制度ࢫࢡッ࣎ࢻンࢧ

参考㸧国家戦略特ู༊域法(ࢧン࣎ࢻッࢫࢡ)

概要：患者࡟世界࡛最先端ࡢ治療薬を早ࡃ提供࡜ࡇࡿࡍを目指ࠊࡋ画期的࡞新薬等ࡢ審査を優先ࠊࡾࡓࡋ
早期࡟条件ࡼ࠾び期限を付࡚ࡋ製造販売承認を୚えࠋࡿ

残留࡟ࢨ࣮ࣘࠊ条件࣭期限付࡛承認࡛ୖࡓࡆୗ࡛ࡲを許容ࣞベࣝࢡࢫࣜࡶ領域࡛࡞カࣝ࢕ࢸࣜࢡ：ࢺン࢖࣏
ࠋを行うࡁ承認手続ࠊ再度࡟一定期間ᚋࠊᏳ全性を検証ࡋ提供࡛ୖࡓࡋを説明ࢡࢫࣜ

参考：先駆ࡅ審査指定制度ࠊ再生་療等ࡢᏳ全性ࡢ確保等࡟関ࡿࡍ法ᚊ࡝࡞

参考㸧先駆ࡅ審査ࠊ条件࣭期限付承認制度࡝࡞

セ࢕ࢸࣜࣗ࢟

課題：組込ࡢ࣒ࢸࢫࢩࡳAIをᏲࡢࡵࡓࡿ法ᚊࡀ୙十分
課題例：組込ࡳAIチップࡢ୙ṇ改造ࠕࡀ電子計算機損壊等
業務妨害罪ࠖやࠕ୙ṇ指௧電磁的記録供用罪ࠖ࡟当࠿ࡿࡓ
ࠋい࡞࠿働ࡀ抑Ṇ力ࠊࡃ࡞明確࡛ࡀ
論Ⅼ：AI࡟合わࡓࡏ法制度ࡢ見直ࡋ
参考：ࣃチンコ裏࣒ࣟ事件㸦福岡高ุᖹ成12ᖺ9᭶21日㸧

独占禁Ṇ法

課題：学習࣮ࢹタࡢ独占ࡿࡼ࡟୙公ṇྲྀ引
課題例：学習࣮ࢹタࡀ特定企業࡟独占さࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࢀ競
争ࡀ制限さࠊࢀ消費者ࡢ利益ࡀ損࡞わࠋࡿࢀ

論Ⅼ：࣮࢕ࢹプ࣮ࣛニンࡢࢢ大㔞ࡢ学習࣮ࢹタࡢ必要性
参考：࣮ࢹタ࡜競争政策࡟関ࡿࡍ検討会(公ṇྲྀ引委員会)

個人情報保護法ࠊプ࣮ࣛࢩࣂ࢖

課題：AIࡀ意図ࡎࡏ個人ࡢ特定やプ࣮ࣛࢩࣂ࢖侵害をࡿࡍ
課題例：自動運転車やࢫࢺ࣮࣐ࢫピ࣮カ࣮ࡢ཰集࣮ࢹタを
匿名化࡚ࡋ学習さࠊࡀࡓࡏ微妙࡞特徴を捉え࡚学習ࠊࡋ
個人を特定ࠊࡾࡓࡋプ࣮ࣛࢩࣂ࢖を侵害ࡲࡋ࡚ࡋうࠋ
論Ⅼ：AIࡢ個人識ู能力ࡢ᭷無ูุࡢ㸦AI説明性㸧

課題：AIࡢࡵࡓ保Ᏻ基準ࡢ改ṇࡀ困難
課題例：自動運転を可能ࡿࡍ࡜保Ᏻ基準ࡢ改ṇࡀ進ࢀࡽࡵ
࡚いࠊࡀࡿAIࡢᏳ全性を確保ࡿࡍ保Ᏻ基準ࡣ困難ࠋ
論Ⅼ：自動運転用AIࡢ保Ᏻ基準
参考：自動運転ࡿࡅ࠾࡟損害賠償責任࡟関ࡿࡍ研究会

道路運送車両法㸦保Ᏻ基準㸧

参考ὸ 実装課題ỉ整理ὉЎ類ί法制ࡇὸ


